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最終頁に続く

(54)【発明の名称】応答要求装置

(57)【 特許 請求の範囲】

【請 求項 １】

  サー バか ら取得した いつも同じではないニュースまたはサーバから取得したいつも同じ

では ない環 境に関する単語を含む 質問形式のメッセージを音声で出力することで、使用者

に応 答を 要求するように構成された応答要求部と、

  前記 要求 に対する応答の有無を検知するように構成された応答検知部と、

  前記 要求 に対する応答がない場合に、前記要求とは異なる声色の音声でさらに応答を要

求す るよ うに構成された再要求部と、

  を備 える 応答要求装置。

【請 求項 ２】

  請求 項１ に記載の応答要求装置であって、

  前記 要求 に対する応答がない場合に、予め設定された連絡先に使用者を特定する情報を

送信 する ように構成された情報送信部、

  をさ らに 備える応答要求装置。

【請 求項 ３】

  請求 項１ または請求項２に記載の応答要求装置であって、

  前記 応答 要求部は、使用者が予め設定された時間だけ発話していない状態である場合に

、使 用者 に音声で応答を要求する

  よう に構 成された応答要求装置。   

【発 明の 詳細な説明】
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【関 連出 願の相互参照】

【０ ００ １】

 本 国際 出願は、２０１２年６月１８日に日本国特許庁に出願された日本国特許出願第２

０１ ２－ １３７０６５号、日本国特許出願第２０１２－１３７０６６号、および日本国特

許出 願第 ２０１２－１３７０６７号に基づく優先権を主張するものであり、日本国特許出

願第 ２０ １２－１３７０６５号、日本国特許出願第２０１２－１３７０６６号、および日

本国 特許 出願第２０１２－１３７０６７号の全内容を参照により本国際出願に援用する。

【技 術分 野】

【０ ００ ２】

  本発 明は 、使用者に応答を要求する応答要求装置に関する。

【背 景技 術】

【０ ００ ３】

  入力 され た質問に対する回答を辞書から検索し、検索した回答を音声で出力する音声応

答装 置が知 られている（例えば特許文献１参照）。また、使用者との対話の内容に基づい

て質 問に 対する回答を生成する技術も知られている（例えば特許文献２参照）。

【先 行技 術文献】

【特 許文 献】

【０ ００ ４】

【特 許文 献１】特許第４８３２０９７号公報

【特 許文 献２】特許第４９２４９５０号公報

【発 明の 概要】

【発 明が 解決しようとする課題】

【０ ００ ５】

  とこ ろで 、一人暮らしの老人等の安否確認をできることが好ましい。一人暮らしの老人

等の 安否 確認をできるように することが本発明の一側面である。

【課 題を 解決するための手段】

【０ ００ ６】

  本開 示の 一側面の応答要求装置は、

  音声 で使 用者に応答を要求するように構成された応答要求部と、

  前記 要求 に対する応答の有無を検知するように構成された応答検知部と、

  前記 要求 に対する応答がない場合に、前記要求とは異なる声色の音声でさらに応答を要

求す るよ うに構成された再要求部と、

  を備 える 。

  また 、第 １局面の発明においては、

  入力 され た文字情報に対する応答を音声で行わせる音声応答装置であって、

  前記 文字 情報に対する複数の異なる応答を取得する応答取得手段と、

  前記 複数 の異なる応答をそれぞれ異なる声色で出力させる音声出力手段と、

  を備 えた ことを特徴とする。

【０ ００ ７】

  この よう な音声応答装置によれば、複数の応答を異なる声色で出力させることができる

ので 、１ の文字情報に対する解が１つに特定できない場合であっても、異なる解を異なる

声色 で使 用者に分かりやすく出力することができる。よって、使用者にとってより使い勝

手を よく することができる。

【０ ００ ８】

  なお 、本 発明の音声応答装置は、例えば、使用者が所持する端末装置として構成されて

いて もよ いし、この端末装置と通信を行うサーバとして構成されていてもよい。また、文

字情 報は 、キーボード等に入力手段を利用して入力されてもよいし、音声を文字情報に変

換す るこ とで入力されてもよい。

【０ ００ ９】

  とこ ろで 、上記音声応答装置においては、第２局面の発明のように、
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  使用 者が 音声を入力するための音声入力手段と、入力された音声を文字情報に変換し、

該文 字情 報に対する複数の異なる応答を生成して当該音声応答装置に送信する外部装置、

に対 して 送信する音声送信手段と、

 を 備え 、

  前記 応答 取得手段は、前記外部装置から前記応答を取得する

よう にし てもよい。

【０ ０１ ０】

  この よう な音声応答装置によれば、音声応答装置では音声を入力することができるので

、文 字情 報を音声で入力する構成とすることができる。また、外部装置において応答を生

成す る構 成とすることができるので、音声応答装置での処理負荷を軽減することができる

。

【０ ０１ １】

  なお 、音 声送信手段においては、「入力された音声を文字情報に変換」する作動を音声

応答 装置 で行ってもよいし、外部装置で行ってもよい。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第３局面の発明のように、

  当該 音声 応答装置または前記外部装置には、複数の文字情報のそれぞれに対して、各文

字情 報に 対する肯定的応答と否定的応答とを含む複数の異なる応答が記録された応答記録

手段 、を 備え、

  前記 応答 取得手段は、前記複数の異なる応答として前記肯定的応答と前記否定的応答と

を取 得し 、

  前記 音声 出力手段は、前記肯定的応答と前記否定的応答とで異なる声色で再生するよう

にし ても よい。

【０ ０１ ２】

  この よう な音声応答装置によれば、肯定的応答と否定的応答というように、立場の異な

る応 答を 異なる声色で再生することができるので、別人物が話しているかのように音声を

再生 する ことができる。よって、音声を聞く使用者に違和感を覚えさせにくくすることが

でき る。

【０ ０１ ３】

  なお 、応 答の種別や応答の際の言葉遣いによって声色を変更してもよい。例えば、優し

い口 調で 応答を行う場合には、落ち着いた女性の音声で再生し、激しい口調で応答する場

合に は、 勇ましい男性の音声で応答するなどすればよい。つまり、応答内容と性格とを対

応付 けて おき、性格に応じて声色を設定するようにすればよい。

【０ ０１ ４】

  また 、上 記音声応答装置においては、第４局面の発明のように、仕事場や会社の受付で

利用 する 構成とし、或いは使用者が誰かに直接言いにくいことを代わりに伝える構成とす

るこ とが できる。

【０ ０１ ５】

  受付 にお いて音声応答装置を利用する場合には、セールスに来る者の名前と会社名を音

声応 答装 置や外部装置に予め記録しておき、受付に来たものが、この名前や会社名を名乗

った 場合 には、断る文句の音声を再生するように、応答を生成すればよい。

【０ ０１ ６】

  また 、言 いにくいことを代わりに伝える構成とする場合には、例えば、デート前に、今

日は この ようなことを言いたいと本装置に話しかけておくと、適当なタイミング（例えば

予め 設定 した時刻や、会話が途切れてから一定時間が経過した場合など）で、音声応答装

置が 代わ りに話してくれる（音声を再生する）ようにすればよい。

【０ ０１ ７】

  或い は、 言いにくいことのきっかけになる言葉、例えば「そういえば何か彼女に話すっ

て言 って なかったっけ？」のような言葉、を話す構成としてもよい。つまり、直ちに応答

を出 力す るのではなく、一定時間経過後など、再生条件が成立した場合に応答を出力する

よう にし てもよい。
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【０ ０１ ８】

  さら に、 上記音声応答装置においては、第５局面の発明のように、外部装置または音声

応答 装置 は、文字情報に対する応答を生成するための情報を他の音声応答装置から取得す

るよ うに してもよい。また、上記音声応答装置においては、第６局面の発明のように、文

字情 報に 対する応答を生成するための情報を他の音声応答装置から要求された場合、この

要求 に応 じた情報を返すようにしてもよい。

【０ ０１ ９】

  この 場合 、音声応答装置は、位置情報、温度、湿度、照度、騒音レベル等を検出するた

めの セン サ類や、辞書情報などのデータベースを備えておき、要求に応じて必要な情報を

抽出 する ようにすればよい。

【０ ０２ ０】

  この よう な音声応答装置（外部装置）によれば、他の音声応答装置から応答を生成する

ため の情 報を取得することができる。この場合、他の音声応答装置の位置等、他の音声応

答装 置固 有の情報を取得することができる。

【０ ０２ １】

  また 、他 の音声応答装置に自身固有の情報を送信することができる。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第７局面の発明のように、自身または他の音声

応答 装置 が出力した応答（例えば、肯定的応答や否定的応答）を文字情報として入力し、

この 応答 に対する反論を行うための応答を生成するようにしてもよい。つまり、使用者の

立場 から すると、賛成の立場と反対の立場との両方の意見による議論を聞くことができる

。そ して 、この議論を聞いたうえで、使用者は最終判断を行うことができる。

【０ ０２ ２】

  この 構成 は、１台または複数の音声応答装置を用いて実現できる。この場合、複数の音

声応 答装 置が音声をやり取りするには、音声を直接入出力してもよいし、無線等による通

信を 利用 してもよい。

【０ ０２ ３】

  また 、第 ８局面の発明においては、

  入力 され た文字情報に対する応答を音声で行わせる音声応答装置であって、

  使用 者ま たは使用者に関係がある者を表す関係者の性格を予め設定された区分に従って

対応 付け た性格情報を取得する性格情報取得手段と、

  前記 文字 情報に対する複数の異なる応答を表す応答候補を取得する応答取得手段と、

  前記 性格 情報に応じて応答候補から出力させる応答を選択し、該選択した応答を出力さ

せる 音声 出力手段と、

  を備 えた ことを特徴とする。

【０ ０２ ４】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者や使用者に関係がある者（関係者）の性格に

応じ て異 なる応答を行うことができる。よって、使用者にとって使い勝手を良くすること

がで きる 。

【０ ０２ ５】

  また 、上 記音声応答装置においては、第９局面の発明のように、

  予め 設定 された複数の質問に対する回答に基づいて前記使用者または前記関係者の性格

情報 を生 成する第１性格情報生成手段を備え、

  前記 性格 情報取得手段は、前記性格情報生成手段で生成された性格情報を取得する

よう にし てもよい。

【０ ０２ ６】

  この よう な音声応答装置によれば、性格情報を音声応答装置において生成することがで

きる 。な お、性格情報を生成する際には、周知の性格分析技術（ロールシャッハ・テスト

、ソ ンデ ィ・テスト等）を利用すればよい。また、性格情報を生成する際には、企業等が

採用 試験 に利用する適性検査の技術を利用してもよい。

【０ ０２ ７】
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  さら に、 上記音声応答装置においては、第１０局面の発明のように、

  前記 入力 された文字情報に含まれる文字列に基づいて前記使用者または前記関係者の性

格情 報を 生成する第２性格情報生成手段を備え、

  前記 性格 情報取得手段は、前記性格情報生成手段で生成された性格情報を取得する

よう にし てもよい。

【０ ０２ ８】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者が音声応答装置を利用する過程で性格情報を

生成 する ことができる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第１１局面の発明のように、

  文字 情報 に含まれる文字列に基づいて前記使用者または前記関係者の嗜好の傾向を示す

嗜好 情報 を生成する嗜好情報生成手段、を備え、

  前記 音声 出力手段は、前記嗜好情報に基づいて前記応答候補から出力させる応答を選択

し、 該選 択した応答を出力させる

よう にし てもよい。

【０ ０２ ９】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者または関係者の好みに応じて応答を行うこと

がで きる 。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第１２局面の発明のように、使用者の行動（会

話、 移動 した場所、カメラに映ったもの）を学習（記録および解析）しておき、使用者の

会話 にお ける言葉足らずを補うようにしてもよい。

【０ ０３ ０】

  例え ば、 「今日はハンバーグでいい？」との質問に対して「カレーがいいな。」と使用

者が 回答 する会話に対して、本装置が「昨日ハンバーグだったからね」と補うと、使用者

が、 カレ ーがいいと発言した理由が伝わる。

【０ ０３ １】

  また 、こ のような構成は、電話中に実施することもでき、また、使用者の会話に勝手に

参加 する よう構成してもよい。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第１３局面の発明のように、

  応答 候補 を所定のサーバ、またはインターネット上から取得する応答候補取得手段、

を備 えて いてもよい。

【０ ０３ ２】

  この よう な音声応答装置によれば、応答候補を自装置や外部装置だけでなく、インター

ネッ トや 専用線等で接続された任意の装置から取得することができる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第１４局面の発明のように、

  使用 者に よる動作を文字情報に変換する文字情報生成手段、

を備 えて いてもよい。

【０ ０３ ３】

  ここ で、 本発明でいう動作には、会話、文字の手書き、或いは身振り手振り（例えば手

話） 等の 筋肉の動作に起因するものが該当する。

  この よう な音声応答装置によれば、使用者の動作を文字情報に変換することができる。

【０ ０３ ４】

  さら に、 上記音声応答装置においては、第１５局面の発明のように、

  文字 情報 生成手段は、使用者の発話による音声を文字情報に変換し、発声時の癖（発音

上の 癖な ど）を学習情報として蓄積する（特徴を捉えてこの特徴を記録しておく）

よう にし てもよい。

【０ ０３ ５】

  この よう な音声応答装置によれば、学習情報に基づいて文字情報を生成することができ

るの で、 文字情報の生成精度を向上させることができる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第１６局面の発明のように、

  前記 学習 情報を他の音声応答装置に転送する転送手段、
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を備 えて いてもよい。

【０ ０３ ６】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者が他の音声応答装置を利用する場合において

も、 本音 声応答装置で記録された学習情報を利用することができる。よって、他の音声応

答装 置を 利用する場合においても文字情報の生成精度を向上させることができる。

【０ ０３ ７】

  さら に、 上記音声応答装置においては、第１７局面の発明のように、使用者の行動およ

び操 作の うちの何れかを検出し、これらに基づいて学習情報または性格情報を生成するよ

うに して もよい。

【０ ０３ ８】

  この よう な音声応答装置によれば、例えば、使用者が数日間連続で電車に飛び乗ること

を検 出し た場合には、翌日からは数分早く家を出るよう促したり、会話から使用者に怒り

やす い傾 向があることを検出した場合には、気分を抑える音声や音楽を出力したりするこ

とが でき る。

【０ ０３ ９】

  また 、上 記音声応答装置においては、第１８局面の発明のように、

  他の 音声 応答装置から他の音声応答装置に記録されている情報を取得する他装置情報取

得手 段

を備 えて いてもよい。

【０ ０４ ０】

  この よう な音声応答装置によれば、他の音声応答装置に記録された情報に基づいて応答

を生 成す ることができる。

  さら に、 上記の音声応答装置においては、第１９局面の発明のように、

  前記 文字 情報が入力されない場合において、当該音声応答装置の状況が予め音声を出力

させ る条 件として設定された再生条件に合致するか否かを判定する再生条件判定手段と、

  前記 再生 条件に合致する場合に、予め設定されたメッセージを出力させるメッセージ再

生手 段と 、

を備 えて いてもよい。

【０ ０４ １】

  この よう な音声応答装置によれば、文字情報が入力されない場合（つまり、使用者が話

しか けな い場合）であっても、音声を出力させることができる。例えば、強制的に使用者

に発 話さ せることで、自動車運転中の眠気抑制対策に利用することができる。また、一人

暮ら しの 者が応答するか否かを判定することで、安否確認を行うことができる。

【０ ０４ ２】

  また 、上 記音声応答装置においては、第２０局面の発明のように、

  メッ セー ジ再生手段は、ニュースの情報を取得し、該ニュースに関するメッセージを使

用者 の回 答を求める質問形式で出力させる

よう にし てもよい。

【０ ０４ ３】

  この よう な音声応答装置によれば、ニュースに関する会話をすることができるので、い

つも 同じ 会話ばかりになることを抑制することができる。会話の内容としては、例えば、

ある 会社 の株価に関する情報を取得できた場合には、「今日の○○会社の株価が○○円上

がり まし たね。ご存じでしたか？」などとすることができる。

【０ ０４ ４】

  さら に、 上記音声応答装置においては、第２１局面の発明のように、

  音声 出力 手段またはメッセージ再生手段は、予め設定されたメッセージに別途取得した

（ニ ュー スや環境（気温、天気、位置情報等の）外部取得情報を付加して出力させる

よう にし てもよい。

【０ ０４ ５】

  この よう な音声応答装置によれば、所定のメッセージと取得した情報とを組み合わせた
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応答 を出 力することができる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第２２局面の発明のように、

  複数 のメ ッセージを取得し、メッセージの再生頻度に応じて再生するメッセージを選択

して 出力 させる

よう にし てもよい。

【０ ０４ ６】

  この よう な音声応答装置によれば、再生頻度が高いメッセージを再生しにくくすること

で、 メッ セージ再生時のランダム性を奏したり、敢えて再生頻度が高いメッセージを繰り

返し 再生 することで注意喚起や記憶の定着を促したりすることができる。

【０ ０４ ７】

  さら に、 上記音声応答装置においては、第２３局面の発明のように、

  応答 やメ ッセージに対する回答が得られない場合に、予め設定された連絡先に対して、

使用 者を 特定する情報、および回答が得られなかった旨を送信する未回答時送信手段、

を備 えて いてもよい。

【０ ０４ ８】

  この よう な音声応答装置によれば、回答が得られない場合に連絡先に通報することがで

きる 。よ って、例えば、一人暮らしの老人等の異常を早期に通報することができる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第２４局面の発明のように、

  メッ セー ジ再生手段は、会話内容を記憶し、聞いた内容について同じ内容を得るための

質問 をす る（記憶確認処理）

よう にし てもよい。

【０ ０４ ９】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者の記憶力の確認をするとともに、記憶の定着

を図 るこ とができる。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第２５局面の発明のように、

  使用 者が 入力する音声の発音やアクセントの正確度合を検出する発話正確度検出手段と

、

  検出 した 正確度合を出力する正確度合出力手段と、

を備 えて いてもよい。

【０ ０５ ０】

  この よう な音声応答装置によれば、発音やアクセントの正確性を確認することができる

。例 えば 外国語の練習を行う際に有効である。

  また 、上 記音声応答装置においては、第２６局面の発明のように、

  前記 正確 度合出力手段は、正確度合が一定値以下の場合に、最も近い単語を含む音声を

出力 する

よう にし てもよい。

【０ ０５ １】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者が発音やアクセントの正確性を確認すること

がで きる 。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第２７局面の発明のように、

  メッ セー ジ再生手段は、正確度合が一定値以下の場合に、再度、同じ質問を出力させる

よう にし てもよい。

【０ ０５ ２】

  この よう な音声応答装置によれば同じ質問を出力することによって正確な回答を求める

こと がで きる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第２８局面の発明のように、

  入力 され た文字情報によって通信相手を特定し、通信相手毎に予め設定された通信先と

前記 通信 相手とを接続する接続制御手段、

を備 えて いてもよい。

【０ ０５ ３】
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  この よう な音声応答装置によれば、受付業務や電話対応を補助することができる。

  特に 、上 記音声応答装置においては、第２９局面の発明のように、

  接続 制御 手段は、営業活動（セールス）、来客を識別し、営業活動であれば断るメッセ

ージ を再 生する

よう にし てもよい。

【０ ０５ ４】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者の業務に支障がある虞がある者を、自身が対

応す るこ となく排除することができる。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第３０局面の発明のように、入力された文字情

報（ 特に 音声）に含まれるキーワードを抽出し、キーワードが該当する接続先に接続する

よう にし てもよい。なお、例えば相手先の名称等のキーワードとその接続先とは予め対応

付け てお けばよい。

【０ ０５ ５】

  この よう な音声応答装置によれば、電話の転送や受付への呼び出し等の業務を補助する

こと がで きる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第３１局面の発明のように、キーワードに基づい

て相 手が 話す要件を認識し、相手が話した概要を使用者に伝えるようにしてもよい。

【０ ０５ ６】

  この よう な音声応答装置によれば、客先との取次の業務を補助することができる。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第３２局面の発明のように、

  使用 者に よって入力された音声について、声色から感情を読み取り、通常、怒り、喜び

、困 惑、 悲しみ、高揚のうちの少なくとも１つを含む感情のうちの、何れの感情に該当す

るか を出 力する感情判定手段

を備 えて いてもよい。

【０ ０５ ７】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者の感情に応じて応答を出力することができる

。

  次に 、第 ３３局面の発明は、

  前記 文字 情報が入力された際に、当該音声応答装置の周囲を撮像した撮像画像に応じた

応答 を生 成する応答生成手段と、

  前記 応答 を音声で出力させる音声出力手段と、

  を備 えた ことを特徴とする。

【０ ０５ ８】

  この よう な音声応答装置によれば、撮像画像に応じて応答を音声で出力することができ

る。 した がって、文字情報のみから応答を生成する構成と比較して使い勝手を向上させる

こと がで きる。

【０ ０５ ９】

  本発 明の 具体的構成としては、例えば、認識したものが何かを応答するよう文字情報を

入力 し、 撮像画像から認識したものが何か（誰か）を音声で出力するなどの構成が挙げら

れる 。

【０ ０６ ０】

  とこ ろで 、上記音声応答装置においては、第３４局面の発明のように、

  文字 情報 に含まれる物体を撮像画像中から画像処理によって検索し、該検索された物体

の位 置を 特定する位置特定手段検索手段と、

  前記 物体 の位置まで案内する案内手段と、

  を備 えて いてもよい。

【０ ０６ １】

  この よう な音声応答装置によれば、撮像画像中の物体まで使用者を案内することができ

る。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第３５局面の発明のように、
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  文字 情報 を音声で入力する際において使用者の口の形状を撮像した動画像を取得する音

声入 力動 画取得手段と、

  前記 音声 を文字情報に変換し、かつ、該動画像に基づいて、音声の不明確な部分を推定

して 文字 情報を補正する文字情報変換手段と、

  を備 えて いてもよい。

【０ ０６ ２】

  この よう な音声応答装置によれば、口の形状から発声内容を推定することできるので、

音声 の不 明確な部分を良好に推定することができる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第３６局面の発明のように、

  メッ セー ジ再生手段は、思いがけずに発する音声を検出することによって使用者の苛立

ちや 動揺 を検出し、苛立ちや動揺を抑制するためのメッセージを生成する

よう にし てもよい。

【０ ０６ ３】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者に苛立ちや動揺がある場合に、これらを抑制

する こと ができる。よって、使用者と周囲とのトラブルの発生を抑制することができる。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第３７局面の発明のように、

  目的 地ま での案内を行う場合において、目的地までの天気、温度、湿度、交通情報、路

面状 態等 の経路情報を取得する経路情報取得手段、を備え、

  メッ セー ジ再生手段は、経路情報を音声で出力させる

よう にし てもよい。

【０ ０６ ４】

  この よう な音声応答装置によれば、目的地までの状況（経路情報）を使用者に音声で通

知す るこ とができる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第３８局面の発明のように、

  使用 者の 視線を検出する視線検出手段と、

  前記 メッ セージ再生手段による呼びかけに対して所定の位置に使用者の視線が移動しな

い場 合、 視線を所定の位置に移動させるよう要求する音声を出力する視線移動要求送信手

段と 、

  を備 えて いてもよい。

【０ ０６ ５】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者に特定の位置を見させることができる。よっ

て、 車両 運転時の安全確認などを確実に行うことができる。

  なお 、上 記音声応答装置においては、第３９局面の発明のように、

  体の 部位 の位置や顔の表情を観察し、前記呼びかけ対する変化が少ない場合、体の部位

の位 置や 顔の表情を変化させるよう要求する音声を出力する変化要求送信手段

を備 えて いてもよい。

【０ ０６ ６】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者の体の部位の位置を特定の位置に移動させた

り、 特定 の表情をするよう誘導したりすることができる。本発明は、車両の運転時や身体

検査 等の 際に利用することができる。

【０ ０６ ７】

  さら に、 上記音声応答装置においては、第４０局面の発明のように、

  使用 者が 視聴する放送番組と同様の放送番組を取得する放送番組取得手段と、

  放送 番組 が途切れた場合に、自身が取得した放送番組を出力することで途切れた放送番

組を 補完 する放送番組補完手段と、

を備 えて いてもよい。

【０ ０６ ８】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者が視聴する放送番組が途切れないように補う

こと がで きる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第４１局面の発明のように、
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  歌詞 無し の楽曲に使用者が歌詞を付して歌う場合において、歌詞ありの楽曲と使用者が

付し た歌 詞とを比較し、使用者の歌詞のみがない部分において歌詞を音声で出力させる歌

詞付 加手 段、を備えたこと。

【０ ０６ ９】

  この よう な音声応答装置によれば、いわゆるカラオケにおいて使用者が歌えない部分（

歌詞 が途 切れた部分）を補うことができる。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第４２局面の発明のように、

  撮像 画像 中に文字が含まれる場合において、使用者からこの文字の読み方についての質

問を 受け ると、この文字の情報を外部から取得し、この情報に含まれる文字の読み方を音

声で 出力 させる読み方出力手段、

を備 えて いてもよい。

【０ ０７ ０】

  この よう な音声応答装置によれば、文字の読み方を使用者に教えることができる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第４３局面の発明のように、

  使用 者の 行動や使用者の周囲環境を検出する行動環境検出手段を備え、

  メッ セー ジ生成手段は、検出された行動や周囲環境に応じてメッセージを生成する

よう にし てもよい。

【０ ０７ １】

  この よう な音声応答装置によれば、危険な場所や立ち入り禁止の領域などを報知するこ

とが でき る。また、使用者に異常な行動があることなどを検出することができる。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第４４局面の発明のように、

  使用 者を 撮像した撮像画像に基づいて、健康状態を判定する健康状態判定手段と、

  健康 状態 に応じてメッセージを生成する健康メッセージ生成手段と、

を備 えて いてもよい。

【０ ０７ ２】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者の健康状態を管理することができる。

  また 、上 記音声応答装置においては、第４５局面の発明のように、

  健康 状態 が基準値を下回る場合に、所定の連絡先に通報を行う通報手段、

を備 えて いてもよい。

【０ ０７ ３】

  この よう な音声応答装置によれば、使用者の健康状態が基準値以下の場合に、通報を行

うこ とが できる。よってより早期に異常を他者に報知することができる。

  さら に、 上記音声応答装置においては、第４６局面の発明のように、使用者以外の者か

ら問 い合 わせに対して使用者についての情報を出力するようにしてもよい。

【０ ０７ ４】

  この よう な音声応答装置によれば、例えば、使用者の食事内容な散歩の距離などを検出

して おけ ば、病院等での質問に使用者に代わって回答することができる。また、健康状態

や自 己紹 介など学習しておくようにしてもよい。

【０ ０７ ５】

  なお 、各 局面の発明は、他の発明を前提とする必要はなく、可能な限り独立した発明と

する こと ができる。

【図 面の 簡単な説明】

【０ ０７ ６】

【図 １】 本発明が適用された音声応答システムの概略構成を示すブロック図である。

【図 ２】 端末装置の概略構成を示すブロック図である。

【図 ３】 端末装置のＭＰＵが実行する音声応答端末処理を示すフローチャートである。

【図 ４】 サーバの演算部が実行する音声応答サーバ処理を示すフローチャートである。

【図 ５】 応答候補ＤＢの一例を示す説明図である。

【図 ６】 端末装置のＭＰＵが実行する自動会話端末処理を示すフローチャートである。

【図 ７】 サーバの演算部が実行する自動会話サーバ処理を示すフローチャートである。
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【図 ８】 端末装置のＭＰＵが実行する伝言端末処理を示すフローチャートである。

【図 ９】 サーバの演算部が実行する伝言サーバ処理を示すフローチャートである。

【図 １０ 】端末装置のＭＰＵが実行する誘導端末処理を示すフローチャートである。

【図 １１ 】サーバの演算部が実行する誘導サーバ処理を示すフローチャートである。

【図 １２ 】サーバの演算部が実行する受付処理を示すフローチャートである。

【図 １３ 】端末装置のＭＰＵが実行する情報提供端末処理を示すフローチャートである。

【図 １４ 】性格ＤＢの一例を示す説明図である。

【図 １５ 】端末装置のＭＰＵが実行する性格情報生成処理を示すフローチャートである。

【図 １６ 】嗜好ＤＢの一例を示す説明図である。

【図 １７ 】サーバの演算部が実行する嗜好情報生成処理を示すフローチャートである。

【図 １８ 】性格区分と嗜好との組み合わせ例を示す説明図である。

【図 １９ 】サーバの演算部が実行する動作文字入力処理を示すフローチャートである。

【図 ２０ 】サーバの演算部が実行する他端末利用処理を示すフローチャートである。

【図 ２１ 】サーバの演算部が実行する記憶確認処理を示すフローチャートである。

【図 ２２ 】サーバの演算部が実行する発音判定処理１を示すフローチャートである。

【図 ２３ 】サーバの演算部が実行する発音判定処理２を示すフローチャートである。

【図 ２４ 】サーバの演算部が実行する発音判定処理３を示すフローチャートである。

【図 ２５ 】サーバの演算部が実行する感情判定処理を示すフローチャートである。

【図 ２６ 】サーバの演算部が実行する感情応答生成処理を示すフローチャートである。

【図 ２７ 】サーバの演算部が実行する案内処理を示すフローチャートである。

【図 ２８ 】サーバの演算部が実行する移動要求処理１を示すフローチャートである。

【図 ２９ 】サーバの演算部が実行する移動要求処理２を示すフローチャートである。

【図 ３０ 】サーバの演算部が実行する放送楽曲補完処理を示すフローチャートである。

【図 ３１ 】サーバの演算部が実行する文字解説処理を示すフローチャートである。

【図 ３２ 】サーバの演算部が実行する行動応答端末処理を示すフローチャートである。

【図 ３３ 】サーバの演算部が実行する行動応答サーバ処理を示すフローチャートである。

【発 明を 実施するための形態】

【０ ０７ ７】

  以下 に本 発明にかかる実施の形態を図面と共に説明する。

  ［第 １実 施形態］

  ［本 実施 形態の構成］

  本発 明が 適用された音声応答システム１００は、端末装置１において入力された音声に

対し て、 サーバ９０にて適切な応答を生成し、端末装置１で応答を音声で出力するよう構

成さ れた システムである。詳細には、図１に示すように、音声応答システム１００は、複

数の 端末 装置１とサーバ９０とが通信基地局８０やインターネット網８５を介して互いに

通信 可能 に構成されている。

【０ ０７ ８】

  サー バ９ ０は、通常のサーバ装置としての機能を備えている。特にサーバ９０は、演算

部１ ０１ と、各種データベース（ＤＢ）とを備えている。演算部１０１は、ＣＰＵと、Ｒ

ＯＭ 、Ｒ ＡＭ等のメモリを備えた周知の演算装置として構成されており、メモリ内のプロ

グラ ムに 基づいて、インターネット網８５を介した端末装置１等との通信や、各種ＤＢ内

のデ ータ の読み書き、或いは、端末装置１を利用する使用者との会話を行うための音声認

識や 応答 生成といった各種処理を実施する。

【０ ０７ ９】

  各種 ＤＢ としては、図１に示すように、音声認識ＤＢ１０２、予測変換ＤＢ１０３、音

声Ｄ Ｂ１ ０４、応答候補ＤＢ１０５、性格ＤＢ１０６、学習ＤＢ１０７、嗜好ＤＢ１０８

、ニ ュー スＤＢ１０９、天気ＤＢ１１０、再生条件ＤＢ１１１、手書き文字・手話ＤＢ１

１２ 、端 末情報ＤＢ１１３、感情判定ＤＢ１１４、健康判定ＤＢ１１５、カラオケＤＢ１

１６ 、通 報先ＤＢ１１７、セールスＤＢ１１８、クライアントＤＢ１１９等を備えている

。な お、 これらのＤＢの詳細については、処理の説明の都度述べることにする。
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【０ ０８ ０】

  次に 、端 末装置１は、図２に示すように、行動センサユニット１０と、通信部５０と、

報知 部６ ０と、操作部７０と、が所定の筐体に備えられて構成されている。

  行動 セン サユニット１０は、周知のＭＰＵ３１（マイクロプロセッサユニット）、ＲＯ

Ｍ、 ＲＡ Ｍ等のメモリ３９、および各種センサを備えており、ＭＰＵ３１は各種センサを

構成 する センサ素子が検査対象（湿度、風速等）を良好に検出することができるように、

例え ば、 センサ素子の温度に最適化するためのヒータを駆動させる等の処理を行う。

【０ ０８ １】

  行動 セン サユニット１０は、各種センサとして、３次元加速度センサ１１（３ＤＧセン

サ） と、 ３軸ジャイロセンサ１３と、筐体の背面に配置された温度センサ１５と、筐体の

背面 に配 置された湿度センサ１７と、筐体の正面に配置された温度センサ１９と、筐体の

正面 に配 置された湿度センサ２１と、筐体の正面に配置された照度センサ２３と、筐体の

背面 に配 置された濡れセンサ２５と、端末装置１の現在地を検出するＧＰＳ受信機２７と

、風 速セ ンサ２９とを備えている。

【０ ０８ ２】

  また 、行 動センサユニット１０は、各種センサとして、心電センサ３３、心音センサ３

５、 マイ ク３７、カメラ４１も備えている。なお、各温度センサ１５，１９、および各湿

度セ ンサ １７，２１は、筐体の外部空気の温度または湿度を検査対象として測定を行う。

【０ ０８ ３】

  ３次 元加 速度センサ１１は、端末装置１に加えられる互いに直交する３方向（鉛直方向

（Ｚ 方向 ）、筐体の幅方向（Ｙ方向）、および筐体の厚み方向（Ｘ方向））における加速

度を 検出 し、この検出結果を出力する。

【０ ０８ ４】

  ３軸 ジャ イロセンサ１３は、端末装置１に加えられる角速度として、鉛直方向（Ｚ方向

）と 、該 鉛直方向とは直交する任意の２方向（筐体の幅方向（Ｙ方向）、および筐体の厚

み方 向（ Ｘ方向））における角加速度（各方向における左回りの各速度を正とする）を検

出し 、こ の検出結果を出力する。

【０ ０８ ５】

  温度 セン サ１５，１９は、例えば温度に応じて電気抵抗が変化するサーミスタ素子を備

えて 構成 されている。なお、本実施例においては、温度センサ１５，１９は摂氏温度を検

出し 、以 下の説明に記載する温度表示は全て摂氏温度で行うものとする。

【０ ０８ ６】

  湿度 セン サ１７，２１は、例えば周知の高分子膜湿度センサとして構成されている。こ

の高 分子 膜湿度センサは、相対湿度の変化に応じて高分子膜に含まれる水分の量が変化し

、誘 電率 が変化するコンデンサとして構成されている。

【０ ０８ ７】

  照度 セン サ２３は、例えばフォトトランジスタを備えた周知の照度センサとして構成さ

れて いる 。

  風速 セン サ２９は、例えば周知の風速センサであって、ヒータ温度を所定温度に維持す

る際 に必 要な電力（放熱量）から風速を算出する。

【０ ０８ ８】

  心音 セン サ３５は、使用者の心臓の拍動による振動を捉える振動センサとして構成され

てお り、 ＭＰＵ３１は心音センサ３５による検出結果とマイク３７から入力される心音と

を鑑 みて 、拍動による振動や騒音と、他の振動や騒音とを識別する。

【０ ０８ ９】

  濡れ セン サ２５は筐体表面の水滴を検出し、心電センサ３３は使用者の鼓動を検出する

。

  カメ ラ４ １は、端末装置１の筐体内において、端末装置１の外部を撮像範囲とするよう

に配 置さ れている。

【０ ０９ ０】
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  通信 部５ ０は、周知のＭＰＵ５１と、無線電話ユニット５３と、連絡先メモリ５５と、

を備 え、 図示しない入出力インターフェイスを介して行動センサユニット１０を構成する

各種 セン サからの検出信号を取得可能に構成されている。そして、通信部５０のＭＰＵ５

１は 、こ の行動センサユニット１０による検出結果や、操作部７０を介して入力される入

力信 号、 ＲＯＭ（図示省略）に格納されたプログラムに応じた処理を実行する。

【０ ０９ １】

  具体 的に は、通信部５０のＭＰＵ５１は、使用者が行う特定の動作を検出する動作検出

装置 とし ての機能、使用者との位置関係を検出する位置関係検出装置としての機能、使用

者に より 行われる運動の負荷を検出する運動負荷検出装置としての機能、およびＭＰＵ５

１に よる 処理結果を送信する機能を実行する。

【０ ０９ ２】

  無線 電話 ユニット５３は、例えば携帯電話の基地局と通信可能に構成されており、通信

部５ ０の ＭＰＵ５１は、該ＭＰＵ５１による処理結果を報知部６０に対して出力したり、

無線 電話 ユニット５３を介して予め設定された送信先に対して送信したりする。

【０ ０９ ３】

  連絡 先メ モリ５５は、使用者の訪問先の位置情報を記憶するための記憶領域として機能

する 。こ の連絡先メモリ５５には、使用者に異常が生じた場合に連絡をすべき連絡先（電

話番 号な ど）の情報が記録されている。

【０ ０９ ４】

  報知 部６ ０は、例えば、ＬＣＤや有機ＥＬディスプレイとして構成されたディスプレイ

６１ と、 例えば７色に発光可能なＬＥＤからなる電飾６３と、スピーカ６５とを備えてい

る。 報知 部６０を構成する各部は、通信部５０のＭＰＵ５１により駆動制御される。

【０ ０９ ５】

  次に 、操 作部７０としては、タッチパッド７１と、確認ボタン７３と、指紋センサ７５

と、 救援 依頼レバー７７とを備えている。

  タッ チパ ッド７１は、使用者（使用者や使用者の保護者等）により触れられた位置や圧

力に 応じ た信号を出力する。

【０ ０９ ６】

  確認 ボタ ン７３は、使用者に押下されると内蔵されたスイッチの接点が閉じるように構

成さ れて おり、通信部５０にて確認ボタン７３が押下されたことを検出することができる

よう にさ れている。

【０ ０９ ７】

  指紋 セン サ７５は、周知の指紋センサであって、例えば、光学式センサを用いて指紋を

読み とる ことができるよう構成されている。なお、指紋センサ７５に換えて、例えば掌の

静脈 の形 状を認識するセンサ等、人間の身体的特徴を認識することができる手段（バイオ

メト リク ス認証をすることができる手段：個人を特定することができる手段）であれば、

採用 する ことができる。

【０ ０９ ８】

  また 、操 作されると所定の連絡先に接続される救援依頼レバー７７も備えている。

  ［本 実施 形態の処理］

  この よう な音声応答システム１００において実施される処理について以下に説明する。

【０ ０９ ９】

  端末 装置 １にて実施される音声応答端末処理は、使用者による音声入力を受付けてこの

音声 をサ ーバ９０に送り、サーバ９０から出力すべき応答を受けるとこの応答を音声で再

生す る処 理である。なお、この処理は、使用者が操作部７０を介して音声入力を行う旨を

入力 する と開始される。

【０ １０ ０】

  詳細 には 、図３に示すように、まず、マイク３７からの入力を受け付ける状態（ＯＮ状

態） とし （Ｓ２）、カメラ４１による撮像（録画）を開始する（Ｓ４）。そして、音声入

力が あっ たか否かを判定する（Ｓ６）。
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【０ １０ １】

  音声 入力 がなければ（Ｓ６：ＮＯ）、タイムアウトしたか否かを判定する（Ｓ８）。こ

こで 、タ イムアウトとは、処理を待機する際の許容時間を超えたことを示し、ここでは許

容時 間は 例えば５秒程度に設定される。

【０ １０ ２】

  タイ ムア ウトしていれば（Ｓ８：ＹＥＳ）、後述するＳ３０の処理に移行する。また、

タイ ムア ウトしていなければ（Ｓ８：ＮＯ）、Ｓ６の処理に戻る。

  音声 入力 があれば（Ｓ６：ＹＥＳ）、音声をメモリに記録し（Ｓ１０）、音声の入力が

終了 した か否かを判定する（Ｓ１２）。ここでは、音声が一定時間以上途切れた場合や、

操作 部７ ０を介して音声入力を終了する旨が入力された場合に、音声の入力が終了したと

判定 する 。

【０ １０ ３】

  音声 の入 力が終了していなければ（Ｓ１２：ＮＯ）、Ｓ１０の処理に戻る。また、音声

の入 力が 終了していれば（Ｓ１２：ＹＥＳ）、自身を特定するためのＩＤ、音声、および

撮像 画像 等のデータをサーバ９０に対してパケット送信する（Ｓ１４）。なお、データを

送信 する 処理は、Ｓ１０とＳ１２の間で行ってもよい。

【０ １０ ４】

  続い て、 データの送信が完了したか否かを判定する（Ｓ１６）。送信が完了していなけ

れば （Ｓ １６：ＮＯ）、Ｓ１４の処理に戻る。

  また 、送 信が完了していれば（Ｓ１６：ＹＥＳ）、後述する音声応答サーバ処理にて送

信さ れる データ（パケット）を受信したか否かを判定する（Ｓ１８）。データを受信して

いな けれ ば（Ｓ１８：ＮＯ）、タイムアウトしたか否かを判定する（Ｓ２０）。

【０ １０ ５】

  タイ ムア ウトしていれば（Ｓ２０：ＹＥＳ）、後述するＳ３０の処理に移行する。また

、タ イム アウトしていなければ（Ｓ２０：ＮＯ）、Ｓ１８の処理に戻る。

  また 、デ ータを受信していれば（Ｓ１８：ＹＥＳ）、パケットを受信する（Ｓ２２）。

この 処理 では、文字情報に対する１または複数の異なる応答がそれぞれ異なる声色で対応

付け られ たものを取得する。

【０ １０ ６】

  そし て、 受信が完了したか否かを判定する（Ｓ２４）。受信が完了していなければ（Ｓ

２４ ：Ｎ Ｏ）、タイムアウトしたか否かを判定する（Ｓ２６）。

  タイ ムア ウトしていれば（Ｓ２６：ＹＥＳ）、エラーが発生した旨を報知部６０を介し

て出 力し 、音声応答端末処理を終了する。また、タイムアウトしていなければ（Ｓ２６：

ＮＯ ）、 Ｓ２２の処理に戻る。

【０ １０ ７】

  また 、受 信が完了していれば（Ｓ２４：ＹＥＳ）、受信したパケットに基づく応答を音

声で スピ ーカ６５から出力させる（Ｓ２８）。この処理では、複数の応答を再生する場合

には 、複 数の応答がそれぞれ異なる声色で再生される。このような処理が終了すると、音

声応 答端 末処理を終了する。

【０ １０ ８】

  続い て、 サーバ９０（外部装置）にて実施される音声応答サーバ処理について図４を用

いて 説明 する。音声応答サーバ処理は、端末装置１から音声を受信し、この音声を文字情

報に 変換 する音声認識を行うとともに、音声に対する応答を生成して端末装置１に返す処

理で ある 。特に、本実施形態においては、複数の応答を異なる声色の音声と対応付けて送

信す る場 合がある。

【０ １０ ９】

  音声 応答 サーバ処理の詳細としては、図４に示すように、まず、何れかの端末装置１か

らの パケ ットを受信したか否かを判定する（Ｓ４２）。パケットを受信していなければ（

Ｓ４ ２： ＮＯ）、Ｓ４２の処理を繰り返す。

【０ １１ ０】
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  また 、パ ケットを受信していれば（Ｓ４２：ＹＥＳ）、通信相手の端末装置１を特定す

る（ Ｓ４ ４）。この処理では、パケットに含まれる端末装置１のＩＤによって端末装置１

を特 定す る。

【０ １１ １】

  続い て、 パケットに含まれる音声を認識する（Ｓ４６）。ここで、音声認識ＤＢ１０２

にお いて は、多数の音声の波形と多数の文字とが対応付けられている。また、予測変換Ｄ

Ｂ１ ０３ には、ある単語に続いて利用されがちな単語が対応付けられている。

【０ １１ ２】

  そこ で、 この処理では、音声認識ＤＢ１０２および予測変換ＤＢ１０３を参照すること

で、 周知 の音声認識処理を実施し、音声を文字情報に変換する。

  続い て、 撮像画像を画像処理することによって、撮像画像中の物体を特定する（Ｓ４８

）。 そし て、音声の波形や言葉の語尾などに基づいて、使用者の感情を判定する（Ｓ５０

）。

【０ １１ ３】

  この 処理 では、音声の波形（声色）や言葉の語尾などと、通常、怒り、喜び、困惑、悲

しみ 、高 揚などの感情の区分とが対応付けられた感情判定ＤＢ１１４を参照することによ

って 、使 用者の感情が何れかの区分に該当するかを判定し、この判定結果をメモリに記録

する 。続 いて、学習ＤＢ１０７を参照することによって、この使用者がよく話す単語を検

索し 、音 声認識にて生成した文字情報が曖昧であった部位を補正する。

【０ １１ ４】

  なお 、学 習ＤＢ１０７には、使用者がよく話す単語や発音時の癖など、使用者の特徴が

使用 者ご とに記録されている。また、使用者との会話において学習ＤＢ１０７へのデータ

の追 加・ 修正がなされる。

【０ １１ ５】

  続い て、 補正後の文字情報を入力された文字情報として特定し（Ｓ５４）、文字情報に

類似 する 文章を入力として応答候補ＤＢ１０５から検索することによって、応答候補ＤＢ

１０ ５か ら応答を取得する（Ｓ５６）。ここで、応答候補ＤＢ１０５には、図５に示すよ

うに 、入 力となる文字情報、第１出力、第１出力の声色、第２出力、第２出力の声色が一

義に 対応 付けられている。

【０ １１ ６】

  例え ば、 図５の第１段目に示すように、「今日の※の天気」という文字情報が入力され

ると 、「 今日の※の天気は※です」という第１出力が女１の声色に対応付けて出力される

。た だし 、「※」の部分は、地域名とその地域での数日間の天気予報とが対応付けられた

天気 ＤＢ １１０にアクセスすることで取得される。

【０ １１ ７】

  また 、「 今日の※の天気」という文字情報が入力された場合には、今日の天気が変化す

るタ イミ ングの天気も天気ＤＢ１１０から取得し、「ただし※は※です。」という第２出

力が 男１ の声色に対応付けて出力される。今日の東京の天気が晴れで明日の天気が雨の場

合に おい て「今日の東京の天気」と入力された場合、女１の声色で、「今日の東京の天気

は晴 れで す。」と出力され、男１の声色で、「ただし明日は雨です。」と出力されること

にな る。

【０ １１ ８】

  なお 、本 実施形態では、複数の応答を出力する場合を説明したが、入力に対する回答が

１つ だけ の場合には応答は１つだけになる。このため、応答は１つであるか否かを判定す

る（ Ｓ５ ８）。応答が１つだけであれば（Ｓ５８：ＹＥＳ）、後述するＳ６２の処理に移

行す る。

【０ １１ ９】

  また 、応 答が複数であれば（Ｓ５８：ＮＯ）、応答内容と声色とを対応付ける（Ｓ６０

）。 ここ で、音声ＤＢ１０４には、人工音声のデータベースが声色毎に格納されており、

この 処理 では、各応答に対して設定された声色を、データベース中の声色と対応付ける。
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【０ １２ ０】

  続い て、 応答内容を音声に変換する（Ｓ６２）。この処理では、音声ＤＢ１０４に格納

され たデ ータベースに基づいて、応答内容（文字情報）を音声として出力する処理を行う

。

【０ １２ １】

  そし て、 生成した応答（音声）を通信相手の端末装置１にパケット送信する（Ｓ６４）

。な お、 応答内容の音声を生成しつつパケット送信してもよい。

  続い て、 会話内容を記録する（Ｓ６８）。この処理では、入力された文字情報と出力さ

れた 応答 内容を会話内容として学習ＤＢ１０７に記録する。この際、会話内容に含まれる

キー ワー ド（音声認識ＤＢ１０２に記録された単語）や発音時の特徴などを学習ＤＢ１０

７に 記録 する。

【０ １２ ２】

  この よう な処理が終了すると、音声応答サーバ処理を終了する。

  ［本 実施 形態による効果］

  以上 のよ うに詳述した音声応答システム１００は、入力された文字情報に対する応答を

音声 で行 わせるシステムであって、端末装置１（ＭＰＵ３１）は、文字情報に対する複数

の異 なる 応答を取得し、複数の異なる応答をそれぞれ異なる声色で出力させる。

【０ １２ ３】

  この よう な音声応答システム１００によれば、複数の応答を異なる声色で出力させるこ

とが でき るので、１の文字情報に対する解が１つに特定できない場合であっても、異なる

解を 異な る声色で使用者に分かりやすく出力することができる。よって、使用者にとって

より 使い 勝手をよくすることができる。

【０ １２ ４】

  また 、上 記音声応答システム１００において端末装置１は、マイク３７を介して使用者

によ る音 声を入力し、サーバ９０（演算部１０１）は、入力された音声を文字情報に変換

し、 該文 字情報に対する複数の異なる応答を生成して端末装置１に対して送信する。そし

て、 端末 装置１は、サーバ９０から応答を取得する。

【０ １２ ５】

  この よう な音声応答システム１００によれば、端末装置１では音声を入力することがで

きる ので 、文字情報を音声で入力する構成とすることができる。また、サーバ９０におい

て応 答を 生成する構成とすることができるので、音声応答システム１００での処理負荷を

軽減 する ことができる。

【０ １２ ６】

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、使用者の発話による音声

を文 字情 報に変換し、発声時の癖（発音上の癖など）を学習情報として蓄積する（特徴を

捉え てこ の特徴を記録しておく）。

【０ １２ ７】

  この よう な音声応答システム１００によれば、学習情報に基づいて文字情報を生成する

こと がで きるので、文字情報の生成精度を向上させることができる。

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、使用者によって入力され

た音 声に ついて、声色から感情を読み取り、通常、怒り、喜び、困惑、悲しみ、高揚のう

ちの 少な くとも１つを含む感情のうちの、何れの感情に該当するかを出力する。

【０ １２ ８】

  この よう な音声応答システム１００によれば、使用者の感情に応じて応答を出力するこ

とが でき る。

  ［第 １実 施形態の変形例］

  本実 施形 態においては、文字情報を入力する構成として音声認識を利用したが、音声認

識に 限ら ず、キーボードやタッチパネル等の入力手段（操作部７０）を利用して入力され

ても よい 。また、「入力された音声を文字情報に変換」する作動についてはサーバ９０で

行っ たが 、端末装置１で行ってもよい。
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【０ １２ ９】

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０には、複数の文字情報のそれ

ぞれ に対 して、各文字情報に対する肯定的応答と否定的応答とを含む複数の異なる応答が

記録 され た応答候補ＤＢ１０５、を備え、端末装置１は、複数の異なる応答として肯定的

応答 と否 定的応答とを取得し、肯定的応答と否定的応答とで異なる声色で再生するように

して もよ い。

【０ １３ ０】

  例え ば図 ５に示す第２段目に示すように、何らかの物を「買ってもよいか」との音声を

入力 する と、この物について、よい評判などの肯定的情報を女の声を対応付けて出力する

。ま た、 その一方で、悪い評判などの否定的情報を肯定的情報が対応付けられた女の声と

は異 なる 声色（ここでは男の声）で出力する。

【０ １３ １】

  この よう な音声応答システム１００によれば、肯定的応答と否定的応答というように、

立場 の異 なる応答を異なる声色で再生することができるので、別人物が話しているように

音声 を再 生することができる。よって、音声を聞く使用者に違和感を覚えさせにくくする

こと がで きる。

【０ １３ ２】

  なお 、応 答の種別や応答の際の言葉遣いによって声色を変更してもよい。例えば、優し

い口 調で 応答を行う場合には、落ち着いた女性の音声で再生し、激しい口調で応答する場

合に は、 勇ましい男性の音声で応答するなどすればよい。つまり、応答内容と性格とを対

応付 けて おき、性格に応じて声色を設定するようにすればよい。

【０ １３ ３】

  さら に、 上記音声応答システム１００においては、自身の端末装置１または他の端末装

置１ が出 力した応答（例えば、肯定的応答や否定的応答）を文字情報として入力し、この

応答 に対 する反論を行うための応答を生成するようにしてもよい。つまり、使用者の立場

から する と、賛成の立場と反対の立場との両方の意見による議論を聞くことができる。そ

して 、こ の議論を聞いたうえで、使用者は最終判断を行うことができる。

【０ １３ ４】

  この 構成 は、１台または複数の端末装置１を用いて実現できる。複数の端末装置１が音

声を 互い にやり取りするには、音声を直接入出力してもよいし、無線等による通信を利用

して もよ い。複数の端末装置１とサーバ９０とが通信する場合には、Ｓ６６の処理にて、

他の 端末 装置１にデータを送信すればよい。

【０ １３ ５】

  さら に、 上記音声応答システム１００において演算部１０１は、使用者の行動（会話、

移動 した 場所、カメラに映ったもの）を学習（記録および解析）しておき、使用者の会話

にお ける 言葉足らずを補うようにしてもよい。

【０ １３ ６】

  例え ば、 「今日はハンバーグでいい？」との質問に対して「カレーがいいな。」と使用

者が 回答 する会話に対して、本装置が「昨日ハンバーグだったからね」と補うと、使用者

が、 カレ ーがいいと発言した理由が伝わる。

【０ １３ ７】

  また 、こ のような構成は、電話中に実施することもでき、また、使用者の会話に勝手に

参加 する よう構成してもよい。

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、応答候補を所定のサーバ

、ま たは インターネット上から取得するようにしてもよい。

【０ １３ ８】

  この よう な音声応答システム１００によれば、応答候補をサーバ９０だけでなく、イン

ター ネッ トや専用線等で接続された任意の装置から取得することができる。

  ［第 ２実 施形態］

  ［第 ２実 施形態の処理］
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  次に 、別 形態の音声応答システムについて説明する。本実施形態（第２実施形態）以下

の実 施形 態では、第１実施形態の音声応答システム１００と異なる箇所のみを詳述し、第

１実 施形 態の音声応答システム１００と同様の箇所については、同一の符号を付して説明

を省 略す る。

【０ １３ ９】

  第２ 実施 形態の音声応答システムでは、使用者が文字情報を入力しない場合においても

、音 声を 出力する。詳細には、端末装置１では図６に示す自動会話端末処理を実施する。

自動 会話 端末処理は、例えば端末装置１の電源が投入されると開始される処理であって、

その 後、 繰り返し実行される処理である。

【０ １４ ０】

  自動 会話 端末処理では、まず、自動会話をする旨の設定がＯＮ（オン）にされているか

否か を判 定する（Ｓ８２）。なお、自動会話を行うか否かについては操作部７０を介して

、或 いは 音声を入力することによって使用者が設定可能に構成されている。

【０ １４ １】

  自動 会話 する旨がＯＦＦ（オフ）であれば（Ｓ８２：ＮＯ）、自動会話端末処理を終了

する 。ま た、自動会話する旨がＯＮであれば（Ｓ８２：ＹＥＳ）、自動会話モードに設定

され た旨 を、自身を特定するためのＩＤとともにサーバ９０に対して送信する（Ｓ８４）

。

【０ １４ ２】

  続い て、 サーバ９０からのパケットを受信したか否かを判定する（Ｓ８６）。パケット

を受 信し ていなければ（Ｓ８６：ＮＯ）、Ｓ８６の処理を繰り返す。また、パケットを受

信し てい れば（Ｓ８６：ＹＥＳ）、前述のＳ２２～Ｓ３０と同様の処理を実施し、これら

の処 理が 終了すると自動会話端末処理を終了する。

【０ １４ ３】

  また 、サ ーバ９０では、図７に示す自動会話サーバ処理を実行する。自動会話サーバ処

理は 、例 えばサーバ９０の電源が投入されると開始され、その後、繰り返し実行される処

理で ある 。

【０ １４ ４】

  自動 会話 サーバ処理では、まず、自動会話モードに設定された旨を端末装置１から受信

した か否 かを判定する（Ｓ９２）。自動会話モードに設定された旨を受信していなければ

（Ｓ ９２ ：ＮＯ）、Ｓ９８の処理に移行する。

【０ １４ ５】

  自動 会話 モードに設定された旨を受信していれば（Ｓ９２：ＹＥＳ）、受信したパケッ

トに 含ま れるＩＤに基づいて通信相手となる端末装置１を特定し（Ｓ９４）、この通信相

手に 対し て自動会話する旨を設定する（Ｓ９６）。続いて、自動会話する旨を設定した端

末装 置１ のそれぞれについて、再生条件を満たすか否かを判定する（Ｓ９８）。

【０ １４ ６】

  ここ で、 再生条件とは、例えば、前回の会話（音声入力）から一定時間が経過している

こと や、 １日のあるきまった時刻、特定の天気のとき、何れかのセンサ値が異常を示す値

であ ると きなどを示す。

【０ １４ ７】

  再生 条件 を満たしていなければ（Ｓ９８：ＮＯ）、自動会話サーバ処理を終了する。ま

た、 再生 条件を満たしていれば（Ｓ９８：ＹＥＳ）、再生条件に応じたメッセージを生成

する （Ｓ １００）。

【０ １４ ８】

  ここ で、 再生条件に応じたメッセージとは、例えば、「おはようございます。」や「こ

んに ちは 。」等の定型文であってもよいし、最新のニュースが自動更新されるニュースＤ

Ｂ１ ０９ から得られる最新のニュースに関するものであってもよい。最新のニュースに関

する もの をメッセージとする場合には、例えば、ある会社の株価に関する情報を取得でき

た場 合に は、「今日の○○会社の株価が○○円上がりましたね。ご存じでしたか？」など
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とす るこ とができる。

【０ １４ ９】

  この 処理 が終了すると、前述のＳ４２～Ｓ５４の処理を実施する。そして、Ｓ５４の処

理が 終了 すると、通信相手となる端末装置１から所定の回答が得られたか否かを判定する

（Ｓ １１ ２）。ここで、所定の回答とは、例えば、何らかの音声であってもよいし、特定

の解 答で あってもよい。特定の解答とは、例えば、「知っていますか？」との質問に対し

ては 、「 知っている」または「知らない」という回答が該当し、「今の天気はどうですか

？」 とい う質問に対しては、「雨です」や「晴れています」など、天気を示す単語を含む

もの が該 当する。

【０ １５ ０】

  所定 の回 答があれば（Ｓ１１２：ＹＥＳ）、自動会話サーバ処理を終了する。また、所

定の 回答 がなければ（Ｓ１１２：ＮＯ）、Ｓ１００にて送信したメッセージを再送する（

Ｓ１ １４ ）。このようにメッセージを再送する際には、声色を変化させ、語気を強く、か

つ厳 しい 口調の音声を生成する。

【０ １５ １】

  続い て、 予め端末装置１と通報先とが対応付けられた通報先ＤＢ１１７を参照し、所定

の通 報先 に回答がなかった旨を送信する（Ｓ１１６）。このような処理が終了すると、自

動会 話サ ーバ処理を終了する。

【０ １５ ２】

  ［第 ２実 施形態による効果］

  上記 の音 声応答システム１００においてサーバ９０は、文字情報が入力されない場合に

おい て、 当該音声応答システム１００の状況が予め音声を出力させる条件として設定され

た再 生条 件に合致するか否かを判定する。そして、再生条件に合致する場合に、予め設定

され たメ ッセージを出力させる。

【０ １５ ３】

  この よう な音声応答システム１００によれば、文字情報が入力されない場合（つまり、

使用 者が 話しかけない場合）であっても、音声を出力させることができる。例えば、強制

的に 使用 者に発話させることで、自動車運転中の眠気抑制対策に利用することができる。

また 、一 人暮らしの者が応答するか否かを判定することで、安否確認を行うことができる

。

【０ １５ ４】

  また 、上 記音声応答システム１００においてサーバ９０は、ニュースの情報を取得し、

該ニ ュー スに関するメッセージを使用者の回答を求める質問形式で出力させる。

  この よう な音声応答システム１００によれば、ニュースに関する会話をすることができ

るの で、 いつも同じ会話ばかりになることを抑制することができる。

【０ １５ ５】

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、予め設定されたメッセー

ジに 別途 取得した（ニュースや環境（気温、天気、位置情報等の）外部取得情報を付加し

て出 力さ せる。

【０ １５ ６】

  この よう な音声応答システム１００によれば、所定のメッセージと取得した情報とを組

み合 わせ た応答を出力することができる。

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、応答やメッセージに対す

る回 答が 得られない場合に、予め設定された連絡先に対して、使用者を特定する情報、お

よび 回答 が得られなかった旨を送信する。

【０ １５ ７】

  この よう な音声応答システム１００によれば、回答が得られない場合に連絡先に通報す

るこ とが できる。よって、例えば、一人暮らしの老人等の異常を早期に通報することがで

きる 。

【０ １５ ８】

10

20

30

40

50

( 19 ) JP  6552123  B2  2019.7.31



  ［第 ２実 施形態の変形例］

  また 、上 記音声応答システム１００においてサーバ９０は、複数のメッセージを取得し

、メ ッセ ージの再生頻度に応じて再生するメッセージを選択して出力させるようにしても

よい 。

【０ １５ ９】

  この よう な音声応答システム１００によれば、再生頻度が高いメッセージを再生しにく

くす るこ とで、メッセージ再生時のランダム性を奏したり、敢えて再生頻度が高いメッセ

ージ を繰 り返し再生することで注意喚起や記憶の定着を促したりすることができる。

【０ １６ ０】

  ［第 ３実 施形態］

  ［第 ３実 施形態の処理］

  次に 第３ 実施形態の音声応答システムでは、使用者が誰かに直接は言いにくいことを端

末装 置１ が代わりに伝える構成としている。例えば、デート前に、今日はこのようなこと

を言 いた いと本装置に話しかけておくと、適当なタイミング（例えば予め設定した時刻や

、会 話が 途切れてから一定時間が経過した場合など）で、音声応答システム１００が代わ

りに 話し てくれる（音声を再生する）ようにする。

【０ １６ １】

  詳細 には 、端末装置１は図８に示す伝言端末処理を実施し、サーバ９０は図９に示す伝

言サ ーバ 処理を実施する。伝言端末処理は例えば端末装置１の電源が投入されると開始さ

れ、 その 後、繰り返し実行される処理である。

【０ １６ ２】

  伝言 端末 処理では、図８に示すように、まず、使用者によって伝言モードが設定されて

いる か否 かを判定する（Ｓ１３２）。伝言モードが設定されていなければ（Ｓ１３２：Ｎ

Ｏ） 、Ｓ １３２の処理を繰り返す。

【０ １６ ３】

  また 、伝 言モードが設定されていれば（Ｓ１３２：ＹＥＳ）、Ｓ２～Ｓ８の処理を実施

し、 Ｓ６ にて肯定判定された場合には、端末装置１のメモリ内において、伝言モードフラ

グを ＯＮ 状態に設定する（Ｓ１３４）。そして、Ｓ１０～Ｓ１６の処理を実施する。

【０ １６ ４】

  Ｓ１ ６に て肯定判定された場合には、サーバ９０からのパケットを受信したか否かを判

定す る（ Ｓ１３６）。パケットを受信していなければ（Ｓ１３６：ＮＯ）、Ｓ１３６の処

理を 繰り 返す。また、パケットを受信していれば（Ｓ１３６：ＹＥＳ）、Ｓ２４～Ｓ３０

の処 理を 実施し、伝言端末処理を終了する。

【０ １６ ５】

  次に 、伝 言サーバ処理は、例えばサーバ９０の電源が投入されると開始される処理であ

り、 その 後、繰り返し実行される。詳細には、まず、何れかの端末装置１からパケットを

受信 した か否かを判定する（Ｓ１４２）。パケットを受信していなければ（Ｓ１４２：Ｎ

Ｏ） 、後 述するＳ１５６の処理に移行する。

【０ １６ ６】

  また 、パ ケットを受信していれば（Ｓ１４２：ＹＥＳ）、通信相手の端末装置１を特定

し（ Ｓ４ ４）、パケットに伝言モードフラグ等のモードフラグが含まれているか否かを判

定す る（ Ｓ１４４）。モードフラグがなければ（Ｓ１４４：ＮＯ）、Ｓ１４８の処理に移

行す る。

【０ １６ ７】

  また 、モ ードフラグがあれば（Ｓ１４４：ＹＥＳ）、サーバ９０においても通信相手の

端末 装置 １に対応するフラグをＯＮ状態に設定することでモード設定をする（Ｓ１４６）

。例 えば 、伝言モードフラグが対応する伝言モードであれば、後述するＳ４６～Ｓ１５２

の処 理が 実施され、後述する誘導モードフラグが対応する誘導モードであれば、Ｓ４６～

Ｓ１ ７６ （図１１参照）が実施されることになる。

【０ １６ ８】
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  続い て、 伝言フラグがＯＮ状態であるか否かを判定する（Ｓ１４８）。伝言フラグがＯ

Ｎ状 態で あれば（Ｓ１４８：ＹＥＳ）、Ｓ４６～Ｓ５４の処理を実施し、続いて、伝言再

生条 件を 抽出する（Ｓ１５０）。

【０ １６ ９】

  ここ で、 伝言再生条件は、予め使用者が端末装置１の操作部７０を介して設定可能であ

って 、例 えば、時刻や位置が該当する。なお、伝言再生条件は、伝言端末処理のパケット

送信 の際 にサーバ９０に送信される。

【０ １７ ０】

  続い て、 伝言と音声（声色）とを対応付けて、メモリに記録し（Ｓ１５２）、Ｓ１５６

の処 理に 移行する。また、伝言フラグがＯＦＦ状態であれば（Ｓ１４８：ＮＯ）、他のモ

ード に関 する処理を行い（Ｓ１５４）、再生タイミングになったか否かを判定する（Ｓ１

５６ ）。 ここで、再生タイミングとは、伝言再生条件で設定された内容を示す。

【０ １７ １】

  再生 タイ ミングでなければ（Ｓ１５６：ＮＯ）、直ちに伝言サーバ処理を終了する。ま

た、 再生 タイミングであれば（Ｓ１５６：ＹＥＳ）、Ｓ６２～Ｓ６４の処理を実施し、伝

言サ ーバ 処理を終了する。

【０ １７ ２】

  ［第 ３実 施形態による効果］

  この よう な第３実施形態の音声応答システムによれば、使用者が入力した音声を直ちに

再生 する のではなく、一定時間後において伝言再生条件が成立したときに再生することが

でき る。

【０ １７ ３】

  例え ば、 図５の第３段目に示すように、「○○さんに○○と伝えてね」と入力すると、

○○ さん の声が認識されてから（聞こえてから）、伝えたい文章が再生されることになる

。

【０ １７ ４】

  ［第 ３実 施形態の変形例］

  上記 第３ 実施形態においては、使用者が話した内容を再生するよう構成したが、言いに

くい こと のきっかけになる言葉、例えば「そういえば何か彼女に話すって言ってなかった

っけ ？」 のような言葉、を話す構成としてもよい。詳細には、端末装置１は図１０に示す

誘導 端末 処理を実施し、サーバ９０は図１１に示す誘導サーバ処理を実施する。

【０ １７ ５】

  誘導 端末 処理は、例えば端末装置１の電源が投入されると開始され、その後、繰り返し

実行 され る処理である。例えば端末装置１の電源が投入されると開始され、その後、繰り

返し 実行 される処理である。

【０ １７ ６】

  誘導 端末 処理では、図１０に示すように、まず、使用者によって誘導モードが設定され

てい るか 否かを判定する（Ｓ１６２）。誘導モードが設定されていなければ（Ｓ１６２：

ＮＯ ）、 Ｓ１６２の処理を繰り返す。

【０ １７ ７】

  また 、誘 導モードが設定されていれば（Ｓ１６２：ＹＥＳ）、Ｓ２～Ｓ８の処理を実施

し、 Ｓ６ にて肯定判定された場合には、端末装置１のメモリ内において、誘導モードフラ

グを ＯＮ 状態に設定する（Ｓ１６４）。そして、Ｓ１０～Ｓ１６の処理を実施する。

【０ １７ ８】

  Ｓ１ ６に て肯定判定された場合には、サーバ９０からのパケットを受信したか否かを判

定す る（ Ｓ１６６）。パケットを受信していなければ（Ｓ１６６：ＮＯ）、Ｓ１６６の処

理を 繰り 返す。また、パケットを受信していれば（Ｓ１６６：ＹＥＳ）、Ｓ２４～Ｓ３０

の処 理を 実施し、誘導端末処理を終了する。

【０ １７ ９】

  次に 、誘 導サーバ処理は、例えばサーバ９０の電源が投入されると開始され、その後、
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繰り 返し 実行される処理である。詳細には、前述のＳ１４２～Ｓ１４６の処理を実行する

。そ して 、誘導フラグがＯＮ状態であるか否かを判定する（Ｓ１７２）。

【０ １８ ０】

  誘導 フラ グがＯＮ状態であれば（Ｓ１７２：ＹＥＳ）、Ｓ４６～Ｓ５４の処理を実施し

、続 いて 、誘導再生条件を抽出する（Ｓ１７４）。

  ここ で、 誘導再生条件においても伝言再生条件と同様に、予め使用者が端末装置１の操

作部 ７０ を介して設定可能であって、例えば、時刻や位置が該当する。なお、誘導再生条

件は 、伝 言端末処理のパケット送信の際にサーバ９０に送信される。

【０ １８ １】

  続い て、 誘導内容を生成し、この誘導内容と音声（声色）とを対応付けて、メモリに記

録す る（ Ｓ１７６）。ここで誘導内容としては、例えば、入力された文字情報に含まれる

「し たい 」「希望」などの願望を表す単語を検索し、これらの単語の前のキーワードを抽

出し 、こ れらのキーワードを誘導する言葉として登録された言葉を誘導内容として出力す

る。 なお 、キーワードと誘導内容を示す言葉とは、予め対応付けられて応答候補ＤＢ１０

５に 記録 されている。

【０ １８ ２】

  続い て、 前述のＳ１５６以下の処理を実施し、サーバ処理を終了する。また、誘導フラ

グが ＯＦ Ｆ状態であれば（Ｓ１７２：ＮＯ）、他のモードに関する処理を行い（Ｓ１５４

）、 前述 のＳ１５６以下の処理を実施し、サーバ処理を終了する。

【０ １８ ３】

  この よう な第３実施形態の変形例の構成によれば、使用者が言いたい言葉を直接出力す

るの では なく、言いたい言葉を話せるように誘導することができる。

  ［第 ４実 施形態］

  ［第 ４実 施形態の処理］

  次に 、端 末装置１を受付業務に使用する例について説明する。本実施形態においては、

端末 装置 １は会社の受付などに設置される。なお、会社の代表電話やテレホンバンキング

など の電 話受付に採用することもできる。ここで、本実施形態では、第１実施形態におけ

るＳ ５６ の処理を、図１２に示す受付処理に置き換えることによって実現される。

【０ １８ ４】

  受付 処理 では、図１２に示すように、まず、文字情報に会社名が含まれるか否かを判定

する （Ｓ １９２）。この処理では、一般的な名前や会社名（音声認識ＤＢ１０２に記録さ

れた もの ）が含まれているか否かを判定する。

【０ １８ ５】

  文字 情報 に会社名または個人名が含まれていなければ（Ｓ１９２：ＹＥＳ）、会社名お

よび 個人 名を尋ねるための応答を生成し（Ｓ１９４）、受付処理を終了する。この処理で

は、 例え ば、「お名前とご用件をお話しください。」などの応答を生成する。

【０ １８ ６】

  文字 情報 に会社名または個人名が含まれていれば（Ｓ１９２：ＮＯ）、この会社名や個

人名 をセ ールスＤＢ１１８およびクライアントＤＢ１１９から抽出する（Ｓ１９６）。こ

こで 、セ ールスＤＢ１１８には、過去にセールスに来た会社および担当者、或いは苦情ば

かり 話す クレーマーの名前等が記録されている。また、クライアントＤＢ１１９には、会

社名 やそ の会社の担当者、端末装置１の利用者側（自社側）の担当者、面会予定時刻等の

スケ ジュ ール、担当者ごとに連絡先が対応付けて記録されている。

【０ １８ ７】

  続い て、 会社名や個人名をセールスＤＢ１１８から抽出できたか否か、つまり、文字情

報に 含ま れる会社名や個人名がセールスＤＢ１１８に含まれていたか否かを判定する（Ｓ

１９ ８） 。会社名や個人名をセールスＤＢ１１８から抽出できていれば（Ｓ１９８：ＹＥ

Ｓ） 、セ ールスを断る旨のセールスお断り応答（取次ぎを断る応答）を生成し（Ｓ２００

）、 受付 処理を終了する。

【０ １８ ８】
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  また 、会 社名や個人名をセールスＤＢ１１８から抽出できていなければ（Ｓ１９８：Ｎ

Ｏ） 、受 付に来た者がクライアントＤＢ１１９内のスケジュールにおいて、近い時刻（例

えば 、現 在時刻の前後１時間以内）に訪問してくる者か否かを判定する（Ｓ２０２）。近

い時 刻に 訪問してくる者であれば（Ｓ２０２：ＹＥＳ）、この者を担当する担当者の連絡

先を クラ イアントＤＢ１１９から抽出し、この担当者と受付に来た者とが会話をできるよ

うに 、こ の担当者に接続する（Ｓ２０４）。この処理では、担当者の内線電話、携帯電話

等に 接続 すればよい。

【０ １８ ９】

  続い て、 クライアント用の受付応答を生成する（Ｓ２０６）。ここで、クライアント用

の受 付応 答としては、例えば、「○○様、いつもありがとうございます。担当者に接続し

てお りま すのでしばらくお待ちください。」のような応答を生成する。このような処理が

終了 する と、受付処理を終了する。

【０ １９ ０】

  また 、近 い時刻に訪問してくる者でなければ（Ｓ２０２：ＮＯ）、予め設定された受付

用の 連絡 先に接続し、この担当者と受付に来た者とが会話をできるように、この受付担当

者に 接続 する（Ｓ２０８）。そして、通常受付応答を生成する（Ｓ２１０）。

【０ １９ １】

  ここ で、 通常受付応答としては、例えば、「受付に接続しておりますのでしばらくお待

ちく ださ い。」のような応答を生成する。このような処理が終了すると、受付処理を終了

する 。

【０ １９ ２】

  ［第 ４実 施形態による効果］

  上記 音声 応答システム１００においては、仕事場や会社の受付で利用する構成としてい

る。 この 構成では、セールスに来る者の名前と会社名をサーバ９０のセールスＤＢ１１８

に予 め記 録しておき、受付に来たものが、この名前や会社名を名乗った場合には、断る文

句の 音声 を再生するように、応答を生成する。

【０ １９ ３】

  また 、上 記音声応答システム１００においてサーバ９０は、入力された文字情報によっ

て通 信相 手を特定し、通信相手毎に予め設定された通信先と通信相手とを接続する。

  この よう な音声応答システム１００によれば、受付業務や電話対応を補助することがで

きる 。ま た、このような音声応答システム１００によれば、使用者の業務に支障がある虞

があ る者 を、自身が対応することなく排除することができる。

【０ １９ ４】

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、入力された文字情報（特

に音 声） に含まれるキーワードを抽出し、キーワードが該当する接続先に接続する。なお

、例 えば 相手先の名称等のキーワードとその接続先とは予め対応付けられている。

【０ １９ ５】

  この よう な音声応答システム１００によれば、電話の転送や受付への呼び出し等の業務

を補 助す ることができる。

  ［第 ４実 施形態の変形例］

  上記 実施 形態では、相手先に応じて接続先を設定するよう構成したが、この技術を応用

して 、例 えば、テレホンバンキングやテレホンショッピング等の電話受付において、要件

（文 字情 報に含まれるキーワード）を認識し、要件に応じて接続先を変更するようにして

もよ い。

【０ １９ ６】

  また 、上 記音声応答システム１００においてサーバ９０は、キーワードに基づいて相手

が話 す要 件を認識し、相手が話した概要を使用者に伝えるようにしてもよい。

  この よう な音声応答システム１００によれば、客先との取次の業務を補助することがで

きる 。

【０ １９ ７】
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  ［第 ５実 施形態］

  ［第 ５実 施形態の処理］

  次に 、端 末装置１は、他の端末装置１からの要求を受けて、他の端末装置１が求める情

報を 提供 するようにしてもよい。

【０ １９ ８】

  この よう に構成する場合、サーバ９０は、Ｓ５６の処理において、必要な情報を他の端

末装 置１ に要求し、他の端末装置１から必要な情報を取得した上で応答を生成する。そし

て、 必要 な情報を提供する端末装置１では、図１３に示す情報提供端末処理が実施される

。情 報提 供端末処理は、例えば、サーバ９０からの要求があると開始される処理である。

【０ １９ ９】

  情報 提供 端末処理は、図１３に示すように、まず、情報提供先を抽出する（Ｓ２２２）

。こ の情 報提供先は、情報を要求する他の端末装置１を示し、この他の端末装置１を特定

する ため のＩＤがサーバ９０からの要求に含まれている。

【０ ２０ ０】

  続い て、 情報の提供を許可する相手であるか否かを判定する（Ｓ２２４）。ここで、端

末情 報Ｄ Ｂ１１３には、家族や友人等、情報の提供を許可する相手のＩＤが予め記録され

てい る。 この処理ではこの端末情報ＤＢ１１３を参照することで判定を行う。

【０ ２０ １】

  情報 の提 供を許可する相手であれば（Ｓ２２４：ＹＥＳ）、自身のメモリ３９や各種セ

ンサ 類等 から要求された情報を取得し（Ｓ２２６）、このデータをサーバ９０に送信する

（Ｓ ２２ ８）。また、情報の提供を許可する相手でなければ（Ｓ２２４：ＮＯ）、情報の

提供 を拒 否する旨をサーバ９０に送信する（Ｓ２３０）。

【０ ２０ ２】

  この よう な処理が終了すると、情報提供端末処理を終了する。

  この 構成 では、例えば、図５の第４段目に示すように、「○○さんは何をしているか」

とい う質 問に対して、サーバ９０は○○さんの端末装置１に位置情報を要求し、この端末

装置 １は 位置情報を返す。

【０ ２０ ３】

  そし て、 サーバ９０は位置情報に基づいて○○さんの行動を認識する。例えば、線路上

を人 間の 走る速度よりも速い速度で移動していれば、電車に乗って移動中と判断し、「○

○さ んは 電車の中にいます。帰宅中のようです。」などと応答を生成することになる。

【０ ２０ ４】

  ［第 ５実 施形態による効果］

  上記 音声 応答システム１００においてサーバ９０は要求元の端末装置１とは異なる他の

端末 装置 １から他の端末装置１に記録されている情報を取得し、他の端末装置１に提供す

る。 つま り、上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、文字情報に対する応答

を生 成す るための情報を他の端末装置１から取得する。

【０ ２０ ５】

  この よう な音声応答システム１００によれば、他の端末装置１に記録された情報に基づ

いて 応答 を生成することができる。

  また 、上 記音声応答システム１００において端末装置１は、文字情報に対する応答を生

成す るた めの情報を他の端末装置１から要求された場合、この要求に応じた情報を返す。

【０ ２０ ６】

  この 構成 において端末装置１は、位置情報、温度、湿度、照度、騒音レベル等を検出す

るた めの センサ類や、辞書情報などのデータベースを備えておき、要求に応じて必要な情

報を 抽出 する。

【０ ２０ ７】

  この よう な音声応答システム１００によれば、他の端末装置１の位置等、他の端末装置

１固 有の 情報を取得することができる。また、他の端末装置１に自身固有の情報を送信す

るこ とが できる。
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【０ ２０ ８】

  ［第 ６実 施形態］

  ［第 ６実 施形態の処理］

  次に 、第 ６実施形態の音声応答システムでは、使用者または使用者に関係がある者を表

す関 係者 の性格を予め設定された区分に従って対応付けた性格情報が記録された性格ＤＢ

１０ ６を 準備している。性格ＤＢ１０６は、例えば、図１４に示すように、使用者や関係

者の 名前 と、これらの者の性格区分とを対応付けて記録されている。

【０ ２０ ９】

  また 、図 １４に示す性格ＤＢ１０６では、使用者や関係者に性格テストを実施し、その

テス ト結 果についても記録している。ここで、性格情報を生成する際には、周知の性格分

析技 術（ ロールシャッハ・テスト、ソンディ・テスト等）を利用すればよい。また、性格

情報 を生 成する際には、企業等が採用試験に利用する適性検査の技術を利用してもよい。

【０ ２１ ０】

  性格 情報 を生成する際には、例えば図１５に示す性格情報生成処理を実施する。性格情

報生 成処 理は、例えば、端末装置１において操作部７０等を用いて性格情報を生成する旨

が入 力さ れると開始される処理である。

【０ ２１ １】

  性格 情報 生成処理では、図１５に示すように、まず、マイク３７をＯＮ状態とし（Ｓ２

４２ ）、 所定の４択問題の１つを音声で出力する（Ｓ２４４）。この際、４択問題につい

ては 、サ ーバ９０から取得してもよいし、予めメモリ３９に記録された問題を出題しても

よい 。

【０ ２１ ２】

  続い て、 対象者（使用者またはその関係者）から音声で回答があったか否かを判定する

（Ｓ ２４ ６）。回答がなければ（Ｓ２４６：ＮＯ）、Ｓ２４６の処理を繰り返す。

  また 、回 答があれば（Ｓ２４６：ＹＥＳ）、言葉の語尾、会話スピード等の会話パラメ

ータ を抽 出し（Ｓ２４８）、現在の問題が最終問題であるか否かを判定する（Ｓ２５０）

。最 終問 題でなければ（Ｓ２５０：ＮＯ）、次の問題を選択し（Ｓ２５２）、Ｓ２４２の

処理 に戻 る。

【０ ２１ ３】

  また 、最 終問題であれば（Ｓ２５０：ＹＥＳ）、４択問題を回答することによる性格分

析を 行い （Ｓ２５４）、会話パラメータによる性格分析を行う（Ｓ２５６）。ここで、会

話パ ラメ ータによる性格分析では、自分に自信がある人は語尾が強く、自信がない人は語

尾が 弱く なる傾向や、せっかちな人は会話スピードが速く、おっとりした人は会話スピー

ドが 遅い 傾向等を捉えることができる。

【０ ２１ ４】

  続い て、 これらの性格分析結果を加重平均するなど、総合的に分析し（Ｓ２５８）、性

格区 分に 振り分ける（Ｓ２６０）。詳細には、テストによって得られた対象者の性格を点

数化 し、 点数ごとに性格区分に振り分ける。

【０ ２１ ５】

  続い て、 対象者と性格区分とを対応付けて（Ｓ２６２）、性格ＤＢ１０６に記録させる

（Ｓ ２６ ４）。つまり、対象者と性格区分との関係をサーバ９０に送信する。なお、この

とき 、テ スト結果についてもサーバ９０に送信し、サーバ９０は図１４に示すような性格

ＤＢ １０ ６を構築する。このような処理が終了すると、性格情報生成処理を終了する。

【０ ２１ ６】

  この よう に生成された性格ＤＢ１０６を利用する際には、性格区分と異なる応答とを対

応付 けた ものを応答候補ＤＢ１０５において準備しておく。そして、サーバ９０はＳ５６

の処 理に て、文字情報に対する複数の異なる応答を表す応答候補を取得し、性格情報に応

じて 応答 候補から出力させる応答を選択し、Ｓ６０、Ｓ６４の処理にて、該選択した応答

を出 力さ せる。

【０ ２１ ７】
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  ［第 ６実 施形態による効果］

  上記 音声 応答システム１００において端末装置１は、予め設定された複数の質問に対す

る回 答に 基づいて使用者または関係者の性格情報を生成し、生成された性格情報を取得す

る。

【０ ２１ ８】

  この よう な音声応答システム１００によれば、性格情報をサーバ９０や端末装置１にお

いて 生成 することができる。

  さら に、 上記音声応答システム１００において演算部１０１は、入力された文字情報に

含ま れる 文字列に基づいて使用者または関係者の性格情報を生成する。

【０ ２１ ９】

  この よう な音声応答システム１００によれば、使用者が音声応答システム１００を利用

する 過程 で性格情報を生成することができる。

  また 、こ のような音声応答システム１００によれば、使用者や使用者に関係がある者（

関係 者） の性格に応じて異なる応答を行うことができる。よって、使用者にとって使い勝

手を 良く することができる。

【０ ２２ ０】

  ［第 ６実 施形態の変形例］

  上記 第６ 実施形態では、性格に応じて応答を１つに絞ってから出力してもよいし、複数

の応 答に 対してそれぞれ異なる声色の音声を対応付けて出力してもよい。

【０ ２２ １】

  また 、上 記性格情報生成処理のうちの、Ｓ２４８、Ｓ２５４～Ｓ２６４の処理は、サー

バ９ ０に おいて実施してもよい。この場合、第１実施形態等と同様に、サーバ９０に端末

装置 １を 特定させつつ、端末装置１とサーバ９０との間で音声や問題をやりとりすればよ

い。

【０ ２２ ２】

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、使用者の行動および操作

のう ちの 何れかを検出し、これらに基づいて学習情報または性格情報を生成するようにし

ても よい 。

【０ ２２ ３】

  この よう な音声応答システム１００によれば、例えば、使用者が数日間連続で電車に飛

び乗 るこ とを検出した場合には、翌日からは数分早く家を出るよう促したり、会話から使

用者 に怒 りやすい傾向があることを検出した場合には、気分を抑える音声や音楽を出力し

たり する ことができる。

【０ ２２ ４】

  ［第 ７実 施形態］

  ［第 ７実 施形態の処理］

  次に 、第 ７実施形態の音声応答システムでは、使用者や関係者の嗜好を予め設定された

区分 に従 って対応付けた嗜好情報が記録された嗜好ＤＢ１０８を準備している。嗜好ＤＢ

１０ ８は 、例えば、図１６に示すように、使用者や関係者の名前と、これらの者の嗜好が

、食 の好 み（食）、色の好み（色）、趣味、等の嗜好の種別のそれぞれに対して対応付け

て記 録さ れている。

【０ ２２ ５】

  特に 、食 の好みについては、甘党（甘）、辛党（辛）、その中間である並、色の好みに

つい ては 、暖色系（暖）、寒色系（寒）、その中間である並、趣味については、インドア

系の 趣味 （内）、アウトドア系の趣味（外）、インドア・アウトドア両方の趣味（内外）

に分 類し ている。

【０ ２２ ６】

  この よう な嗜好ＤＢ１０８を構築する際には、例えば、図１７に示す嗜好情報生成処理

を実 行す る。嗜好情報生成処理は、例えば、Ｓ４８～Ｓ５４の間で実施される。

  詳細 には 、図１７に示すように、文字情報から嗜好に関するキーワードを抽出し（Ｓ２
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８２ ）、 画像処理によって特定された物体のうち、嗜好に関するものを抽出する（Ｓ２８

４） 。な お、嗜好に関するキーワードは、嗜好ＤＢ１０８において、嗜好の種別とその種

別の 中で の分類（食の好みであれば甘、並、辛など）とが対応付けられており、これらの

処理 では 抽出したキーワードや物体が嗜好ＤＢ１０８に含まれている場合に、嗜好に関す

るも のと して抽出される。

【０ ２２ ７】

  続い て、 嗜好に関するキーワードのグループごとにカウンタをインクリメントする（Ｓ

２８ ８） 。例えば、キムチのように、嗜好の種別が「食の好み」であり、種別が「辛」で

ある もの が抽出された場合には、「食の好み」「辛」が対応するカウンタをインクリメン

トす る。

【０ ２２ ８】

  そし て、 カウンタ値に基づいて、嗜好情報（嗜好ＤＢ１０８）を更新する（Ｓ２９０）

。つ まり 、「嗜好の種別」ごとに、最もカウンタ値が大きな「種別」が最も嗜好に合致し

てい るも のとして、使用者や関係者の嗜好の特徴として嗜好ＤＢ１０８に記録する。この

よう な処 理が終了すると、嗜好情報生成処理を終了する。

【０ ２２ ９】

  この よう に生成された嗜好ＤＢ１０８を利用する際には、嗜好毎に異なる応答を対応付

けた もの を応答候補ＤＢ１０５において準備しておき、サーバ９０はＳ５６の処理にて、

文字 情報 に対する複数の異なる応答を表す応答候補を取得し、嗜好情報に応じて応答候補

から 出力 させる応答を選択し、Ｓ６０、Ｓ６４の処理にて、該選択した応答を出力させる

。

【０ ２３ ０】

  ［第 ７実 施形態による効果］

  上記 音声 応答システム１００においてサーバ９０は、文字情報に含まれる文字列に基づ

いて 使用 者または関係者の嗜好の傾向を示す嗜好情報を生成する。そして、嗜好情報に基

づい て応 答候補から出力させる応答を選択し、該選択した応答を出力させる。

【０ ２３ １】

  この よう な音声応答システム１００によれば、使用者または関係者の好みに応じて応答

を行 うこ とができる。例えば、使用者が関係者のプレゼントを買う際に、「○○さんは何

がほ しい かな」と端末装置１に問いかけると、嗜好情報に応じた応答を得ることができる

。

【０ ２３ ２】

  ［第 ７実 施形態の変形例］

  応答 候補 ＤＢ１０５においては、図１８に示すように、性格区分と嗜好情報とを対応付

けた テー ブルを持たせておいてもよい。

【０ ２３ ３】

  例え ば、 図１８に示す例では、性格区分と色に関する好みとを対応付けて、女性がプレ

ゼン トと して貰えると喜ぶと推定できる商品をマトリクス状に配置している。

  Ｓ５ ６の 処理では、このように性格と嗜好との両方を加味して応答を生成することもで

きる 。

【０ ２３ ４】

  ［第 ８実 施形態］

  ［第 ８実 施形態の処理］

  上記 実施 形態では、音声を文字情報に変換したが、使用者による動作を文字情報に変換

する よう にしてもよい。

【０ ２３ ５】

  詳細 には 、端末装置１は、使用者の動作を撮像画像として捉えてサーバ９０に送信し、

サー バ９ ０では、例えば、図１９に示す動作文字入力処理を実施すればよい。動作文字入

力処 理は 、Ｓ４８の処理にて撮像画像中に使用者の体の部位が映っていた場合に開始され

る処 理で ある。
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【０ ２３ ６】

  動作 文字 入力処理では、図１９に示すように、まず、撮像画像を取得する（Ｓ３０２）

。そ して 、使用者が手書きで文字を入力しようとしているか、手話で文字を入力しようと

して いる かを判定する（Ｓ３０４、Ｓ３０８）。

【０ ２３ ７】

  これ らの 処理では、例えば、撮像画像に使用者の上半身が顔とともに映っている場合に

は、 手話 で文字を入力しようとしていると判定し、撮像画像に使用者の顔が映ることなく

使用 者の 手が映っている場合には、手書きで文字を入力しようとしていると判定する。

【０ ２３ ８】

  手書 きで 文字を入力しようとしてれば（Ｓ３０４：ＹＥＳ）、指先またはペン先の挙動

を記 録し （Ｓ３０６）、この挙動に基づいて挙動を文字情報に変換する（Ｓ３１２）。こ

こで 、手 書き文字・手話ＤＢ１１２には、文字を手書きする際の挙動と文字とが対応付け

られ てお り、また、手の動きと手話により表現される文字とが対応付けられている。Ｓ３

１２ の処 理では、手書き文字・手話ＤＢ１１２を参照することによって、文字情報を生成

する 。

【０ ２３ ９】

  また 、手 話で文字を入力しようとしてれば（Ｓ３０４：ＮＯ、Ｓ３０８：ＹＥＳ）、手

書き 文字 ・手話ＤＢ１１２を参照して手話内容を認識し、前述のＳ３１２の処理を実施す

る。 また 、手書きや手話で文字を入力しようとしてなければ（Ｓ３０８：ＮＯ）、他の方

式に よる 入力の処理を行う（Ｓ３１４）。

【０ ２４ ０】

  続い て、 動作によって入力された文字と音声によって入力された文字とを対応付け、類

似性 があ る音声があるか否か（文字に基づく基準波形と発音波形との一致度が基準値以上

か否 か） を判定する（Ｓ３１６）。このような音声入力があれば（Ｓ３１６：ＹＥＳ）、

この 使用 者がこの文字を入力するときのアクセントや発音の特徴を、文字と対応付けて学

習Ｄ Ｂ１ ０７に記録し（Ｓ３１８）、動作文字入力処理を終了する。

【０ ２４ １】

  また 、こ のような音声入力がなければ（Ｓ３１６：ＮＯ）、動作文字入力処理を終了す

る。

  ［第 ８実 施形態による効果］

  上記 音声 応答システム１００においては、使用者による動作を文字情報に変換するので

、使 用者 が声を出すことなく文字情報を入力することができる。

【０ ２４ ２】

  ［第 ８実 施形態の変形例］

  本実 施形 態の動作としては、文字の手書き、或いは身振り手振り（例えば手話）だけで

なく 筋肉 の動作に起因するものであればよい。

【０ ２４ ３】

  ［第 ９実 施形態］

  ［第 ９実 施形態の処理］

  学習 ＤＢ １０７の内容は、使用者が普段利用する端末装置１とは別の他の端末装置１を

利用 する 場合に、この他の端末装置１において利用できるようにしてもよい。この場合、

他の 端末 装置１から、利用要求とともに、普段利用する端末装置１のＩＤとパスワードを

サー バ９ ０に対して送信する。

【０ ２４ ４】

  そし て、 サーバ９０では、図２０に示す他端末利用処理を実行する。他端末利用処理は

、利 用要 求を受けると開始される処理である。

  他端 末利 用処理では、図２０に示すように、まず、ＩＤとパスワードが入力されたか否

かを 判定 する（Ｓ３３２）。ＩＤとパスワードが入力されていなければ（Ｓ３３２：ＮＯ

）、 Ｓ３ ３２の処理を繰り返す。

【０ ２４ ５】

10

20

30

40

50

( 28 ) JP  6552123  B2  2019.7.31



  また 、Ｉ Ｄとパスワードが入力されていれば（Ｓ３３２：ＹＥＳ）、ＩＤとパスワード

によ る認 証が完了したか否かを判定する（Ｓ３３４）。認証が完了していれば（Ｓ３３４

：Ｙ ＥＳ ）、認証が完了した旨を他の端末装置１に送信し（Ｓ３３６）、他の端末装置１

がＩ Ｄと パスワードが対応する端末装置１の学習ＤＢ１０７を利用するよう設定する（Ｓ

３３ ８） 。

【０ ２４ ６】

  認証 が完 了しなければ（Ｓ３３４：ＮＯ）、エラーである旨を他の端末装置１に送信し

（Ｓ ３４ ０）、他端末利用処理を終了する。

  ［第 ９実 施形態による効果］

  また 、上 記音声応答システム１００においてサーバ９０は、ある端末装置１の学習情報

を他 の端 末装置１に転送する。

【０ ２４ ７】

  この よう な音声応答システム１００によれば、ある端末装置１を利用する使用者が他の

端末 装置 １を利用する場合においても、ある端末装置１で記録された学習情報（サーバ９

０に 記録 された学習情報）を利用することができる。よって、他の端末装置１を利用する

場合 にお いても文字情報の生成精度を向上させることができる。特に、使用者が端末装置

１を 複数 所持する場合に有効である。

【０ ２４ ８】

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、使用者以外の者から問い

合わ せに 対して使用者についての情報を出力する。

  この よう な音声応答システム１００によれば、例えば、使用者の食事内容な散歩の距離

など を検 出しておけば、病院等での質問に使用者に代わって回答することができる。また

、健 康状 態や自己紹介など学習しておくようにしてもよい。

【０ ２４ ９】

  ［第 ９実 施形態の変形例］

  第９ 実施 形態の構成と同様に、利用を終了する要求と、ＩＤおよびパスワードを受ける

と、 ＩＤ およびパスワードが対応する端末装置１に対する学習ＤＢ１０７の利用を終了（

禁止 ）す るようにしてもよい。

【０ ２５ ０】

  ［第 １０ 実施形態］

  ［第 １０ 実施形態の処理］

  第１ ０実 施形態の音声応答システムでは、サーバ９０が、会話内容を記憶し、聞いた内

容に つい て同じ内容を得るための質問をする。詳細には、図７に示す自動会話サーバ処理

のＳ １０ ０において、図２１に示す記憶確認処理を実行する。

【０ ２５ １】

  記憶 確認 処理では、図２１に示すように、過去の会話内容を学習ＤＢ１０７から抽出し

（Ｓ ３５ ２）、このうちの何れかの会話内容に含まれるキーワードを解答とする質問を生

成す る（ Ｓ３５３）。このような処理が終了すると記憶確認処理を終了する。

【０ ２５ ２】

  記憶 確認 処理では、例えば、「昨日の夕食のメニューは何でしたか」や、「３日前にど

こに 出か けましたか」などと質問すればよい。

  ［第 １０ 実施形態による効果］

  この よう な音声応答システム１００によれば、使用者の記憶力の確認をするとともに、

記憶 の定 着を図ることができる。高齢者の認知症の進行を抑制するためにも有効であると

考え られ る。

【０ ２５ ３】

  ［第 １１ 実施形態］

  ［第 １１ 実施形態の処理］

  次に 、第 １１実施形態の音声応答システムでは、端末装置１およびサーバ９０を利用し

て使 用者 が外国語の練習を行えるよう構成している。
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【０ ２５ ４】

  詳細 には 、図２２に示す発音判定処理１と図２３に示す発音判定処理２と図２４に示す

発音 判定 処理３とを順に実行する。ただし、サーバ９０は、音声応答サーバ処理（図２）

の実 施毎 に、発音判定処理１～３の各処理のうちの１つを実行する。また、発音判定処理

１～ ３の 各処理は、前述のＳ５６の処理として実行される。

【０ ２５ ５】

  まず 、発 音判定処理１では、図２２に示すように、所定の文章を音声で入力するよう指

示す る旨 の応答を生成する（Ｓ３６２）。この処理では、例えば、外国語の手本となる文

章を 生成 し、この文章を手本に続いて真似て話すよう促す。この処理が終了すると、発音

判定 処理 １を終了する。

【０ ２５ ６】

  次に 、発 音判定処理１に伴って音声が入力されると、発音判定処理２を実施する。発音

判定 処理 ２では、図２３に示すように、発音およびアクセントの正確性をスコア（点数）

化す る（ Ｓ３７２）。この処理では、音声は波形として捉え、このとき手本となる文章を

波形 とし たときとの波形の一致度合をスコア化する。

【０ ２５ ７】

  そし て、 このスコアをメモリに記録し（Ｓ３７４）、発音判定処理２を終了する。続い

て、 発音 判定処理３を実施する。発音判定処理３では、図２４に示すように、まず、スコ

アが 閾値 未満であるか否かを判定する（Ｓ３８２）。

【０ ２５ ８】

  スコ アが 閾値未満であれば（Ｓ３８２：ＹＥＳ）、再度、同様の文章を入力するよう指

示す る旨 の応答を生成する（Ｓ３８４）。この処理では、例えば、再度、手本に続いて真

似て 話す よう促すための応答を生成する。

【０ ２５ ９】

  また 、ス コアが閾値以上であれば（Ｓ３８２：ＮＯ）、発音がよかった旨および次の文

章を 入力 するよう促す応答を生成する（Ｓ３８６）。例えば、「よい発音です。次に進み

まし ょう 。」などと応答を生成する。

【０ ２６ ０】

  この よう な処理が終了すると、発音判定処理３を終了する。

  ［第 １１ 実施形態による効果］

  上記 音声 応答システム１００においてサーバ９０は、使用者が入力する音声の発音やア

クセ ント の正確度合を検出し、検出した正確度合を出力する。

【０ ２６ １】

  この よう な音声応答システム１００によれば、発音やアクセントの正確性を確認するこ

とが でき る。例えば外国語の練習を行う際に有効である。

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、正確度合が一定値以下の

場合 に、 再度、同じ質問を出力させる。

【０ ２６ ２】

  この よう な音声応答システム１００によれば同じ質問を出力することによって正確な回

答を 求め ることができる。

  ［第 １１ 実施形態の変形例］

  上記 音声 応答システム１００においてサーバ９０は、正確度合が一定値以下の場合に、

確認 のた めに、使用者が行った発音に最も近い単語を含む音声を出力するようにしてもよ

い。

【０ ２６ ３】

  この よう な音声応答システム１００によれば、使用者が発音やアクセントの正確性を確

認す るこ とができる。

  ［第 １２ 実施形態］

  ［第 １２ 実施形態の処理］

  次に 第１ ２実施形態の音声応答システムについて説明する。第１２実施形態の音声応答
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シス テム では、使用者が入力した音声から使用者の感情を検出し、感情に応じて使用者を

癒す 応答 を生成する。

【０ ２６ ４】

  詳細 には 、図２５に示す感情判定処理と、図２６に示す感情応答生成処理とを実行する

。感 情判 定処理は、前述のＳ５０の処理の詳細として実施され、図２５に示すように、ま

ず、 声色 、文章の語尾の強弱、一文の長さ、会話スピード、思いがけず出る言葉等から感

情を スコ ア化する（Ｓ３９２）、続いて、スコアによって感情を分類し、メモリに記録す

る（ Ｓ３ ９４）。

【０ ２６ ５】

  この よう な処理が終了すると、感情判定処理を終了する。続いて、前述のＳ５６の処理

にお いて 、感情応答生成処理を実行する。

  詳細 には 、図２６に示すように、まず、感情判定処理にて設定された感情区分を判定す

る（ Ｓ４ １２）。感情区分が通常であれば（Ｓ４１２：通常）、「こんにちは」等の普通

の挨 拶文 を応答（メッセージ）として生成する（Ｓ４１４）。

【０ ２６ ６】

  また 、感 情区分が怒りであれば（Ｓ４１２：怒り）、「お気に障りましたか」等、相手

の感 情を 落ち着かせる際の文章を応答として生成する（Ｓ４１６）。さらに、感情区分が

喜び であ れば（Ｓ４１２：喜び）、「今日は楽しいですね」等、普通の挨拶文と比較して

明る いニ ュアンスの挨拶文を応答として生成する（Ｓ４１８）。

【０ ２６ ７】

  また 、感 情区分が困惑であれば（Ｓ４１２：困惑）、「どうかしましたか」等、相手を

気遣 う際 の挨拶文を応答として生成する（Ｓ４２０）。このような処理が終了すると、感

情応 答生 成処理を終了する。

【０ ２６ ８】

  ［第 １２ 実施形態による効果］

  上記 音声 応答システム１００においてサーバ９０は、思いがけずに発する音声を検出す

るこ とに よって使用者の苛立ちや動揺を検出し、苛立ちや動揺を抑制するためのメッセー

ジを 生成 する。

【０ ２６ ９】

  この よう な音声応答システム１００によれば、使用者に苛立ちや動揺がある場合に、こ

れら を抑 制することができる。よって、使用者と周囲とのトラブルの発声を抑制すること

がで きる 。

【０ ２７ ０】

  ［第 １３ 実施形態］

  ［第 １３ 実施形態の処理］

  次に 第１ ３実施形態の音声応答システムについて説明する。第１３実施形態の音声応答

シス テム では、撮像画像中の物体まで使用者を案内する処理を行う。この処理はサーバ９

０に おい て前述のＳ５６の処理の詳細として実施される。

【０ ２７ １】

  端末 装置 １において「見えているタワーまで道案内してください」などと音声で入力す

ると 、Ｓ ５６の処理では案内処理が実施される。案内処理では、図２７に示すように、ま

ず、 端末 位置情報を端末装置１のＧＰＳ受信機２７等から取得する（Ｓ４３２）。

【０ ２７ ２】

  そし て、 音声（文字情報）と画像処理とに基づいて、撮像画像中の物体のうちから対象

とな る物 体を特定し、この位置を特定する（Ｓ４３４）。この処理では、物体の形状、相

対的 な位 置等に基づいて地図情報（外部から取得してもよいし、サーバ９０が保持してい

ても よい ）において物体の位置を特定する。例えば、撮像画像中にタワーが映っていた場

合、 端末 装置１の位置とタワーの形状とから、そのタワーを地図上において特定する。

【０ ２７ ３】

  続い て、 この物体までの経路を検索し（Ｓ４３６）、経路情報を取得する（Ｓ４３８）
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。こ の処 理は周知のクラウド方式のナビゲーション装置における処理と同様の処理を用い

て実 現で きる。

【０ ２７ ４】

  そし て、 経路を案内するための応答を生成する（Ｓ４４０）。この処理においても、ナ

ビゲ ーシ ョン装置による案内と同様の応答を生成すればよい。

  この よう な処理が終了すると、案内処理を終了する。なお、使用者が移動しながら案内

処理 を実 施する際には、自動会話サーバ処理を利用して、使用者が案内すべきポイントに

到達 する ことを再生条件としてメッセージを再生すればよい。

【０ ２７ ５】

  ［第 １３ 実施形態による効果］

  上記 音声 応答システム１００においてサーバ９０は、文字情報が入力された際に、当該

音声 応答 システム１００の周囲を撮像した撮像画像に応じた応答を生成し、この応答を音

声で 出力 させる。

【０ ２７ ６】

  この よう な音声応答システム１００によれば、撮像画像に応じて応答を音声で出力する

こと がで きる。したがって、文字情報のみから応答を生成する構成と比較して使い勝手を

向上 させ ることができる。

【０ ２７ ７】

  また 、上 記音声応答システム１００においてサーバ９０は、文字情報に含まれる物体を

撮像 画像 中から画像処理によって検索し、該検索された物体の位置を特定し、この物体の

位置 まで 案内する。

【０ ２７ ８】

  この よう な音声応答システム１００によれば、撮像画像中の物体まで使用者を案内する

こと がで きる。

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、目的地までの案内を行う

場合 にお いて、目的地までの天気、温度、湿度、交通情報、路面状態等の経路情報を取得

し、 経路 情報を音声で出力させる。

【０ ２７ ９】

  この よう な音声応答システム１００によれば、目的地までの状況（経路情報）を使用者

に音 声で 通知することができる。

  ［第 １３ 実施形態の変形例］

  上記 構成 に加えて、認識したものが何かを応答するよう文字情報を入力し、撮像画像か

ら認 識し たものが何か（誰か）を音声で出力するようにしてもよい。

【０ ２８ ０】

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、Ｓ４８の処理に換えて、

文字 情報 を音声で入力する際において使用者の口の形状を撮像した動画像を取得してもよ

い。 この 場合、Ｓ５２の処理に換えて、音声を文字情報に変換し、かつ、該動画像に基づ

いて 、音 声の不明確な部分を推定して文字情報を補正してもよい。

【０ ２８ １】

  この よう な音声応答システム１００によれば、口の形状から発声内容を推定することで

きる ので 、音声の不明確な部分を良好に推定することができる。

  ［第 １４ 実施形態］

  ［第 １４ 実施形態の処理］

  次に 第１ ４実施形態の音声応答システムについて説明する。第１４実施形態の音声応答

シス テム では、使用者に所定の動作を要求し、この要求通りに使用者が動作を行ったかど

うか を判 定する。この構成では、図６に示す自動会話端末処理、および図７に示す自動会

話サ ーバ 処理において、前述のＳ５６の処理の詳細として図２８に示す移動要求処理１お

よび 図２ ９に示す移動要求処理２が順に実施される。

【０ ２８ ２】

  初め にＳ ５４の処理が終了すると移動要求処理１が開始され、移動要求処理１では、図
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２８ に示 すように、所定の位置に視線や頭を移動させるよう指示する旨の応答（メッセー

ジ） を出 力する（Ｓ４５２）。この処理が終了すると、移動要求処理１を終了する。

【０ ２８ ３】

  続い て、 次にＳ５４の処理が終了すると移動要求処理２が開始され、移動要求処理２で

は、 図２ ９に示すように、指示通りに視線や頭の位置が移動したか否かを判定する（Ｓ４

６２ ）。 この処理では、カメラによる撮像画像を画像処理することや、端末装置１の各種

セン サに よる検出結果を用いて使用者の動作を検出する。なお、画像処理によって視線を

検出 する 場合には、周知の視線認識の技術を採用すればよい。

【０ ２８ ４】

  指示 通り に視線や頭が移動していなければ（Ｓ４６２：ＮＯ）、再度、Ｓ４５２にて生

成し た応 答を出力する（Ｓ４６４）。また、指示通りに視線や頭が移動していれば（Ｓ４

６２ ：Ｙ ＥＳ）、別の任意の応答を生成する（Ｓ４６６）。

【０ ２８ ５】

  この よう な処理が終了すると、移動要求処理２を終了する。

  ［第 １４ 実施形態による効果］

  上記 音声 応答システム１００においては、使用者の視線を検出し、呼びかけに対して所

定の 位置 に使用者の視線が移動しない場合、視線を所定の位置に移動させるよう要求する

音声 を出 力する。

【０ ２８ ６】

  この よう な音声応答システム１００によれば、使用者に特定の位置を見させることがで

きる 。よ って、車両運転時の安全確認などを確実に行うことができる。

  なお 、上 記音声応答システム１００においてサーバ９０は、体の部位の位置や顔の表情

を観 察し 、呼びかけ対する変化が少ない場合、体の部位の位置や顔の表情を変化させるよ

う要 求す る音声を出力する。

【０ ２８ ７】

  この よう な音声応答システム１００によれば、使用者の体の部位の位置を特定の位置に

移動 させ たり、特定の表情をするよう誘導したりすることができる。本発明は、車両の運

転時 や身 体検査等の際に利用することができる。

【０ ２８ ８】

  ［第 １５ 実施形態］

  ［第 １５ 実施形態の処理］

  次に 第１ ５実施形態の音声応答システムについて説明する。第１５実施形態の音声応答

シス テム では、使用者が音声として放送番組や楽曲を入力した場合において、放送番組や

楽曲 が途 切れた場合に補完する処理を実施する。

【０ ２８ ９】

  この 構成 では、前述のＳ５６の詳細として、図３０に示す放送楽曲補完処理を実施する

。放 送楽 曲補完処理では、図３０に示すように、まず、放送番組や楽曲（使用者が歌う場

合に はそ の歌）が途切れたか否かを判定する（Ｓ４８２）。

【０ ２９ ０】

  途切 れて いれば（Ｓ４８２：ＹＥＳ）、後述するＳ４９２の処理にて同期した放送番組

や楽 曲を 応答内容として設定し（Ｓ４８４）、放送楽曲補完処理を終了する。また、途切

れて いな ければ（Ｓ４８２：ＮＯ）、放送番組の視聴中であれば放送番組を取得し（Ｓ４

８６ ）、 楽曲の演奏中であれば該当する楽曲を取得する（Ｓ４８８）。

【０ ２９ １】

  ここ で、 カラオケＤＢ１１６には、楽曲と歌詞とが対応付けて記録されており、この処

理に おい て楽曲を取得する場合には、歌詞が付いた楽曲を取得する。

  続い て、 使用者が視聴する放送番組または楽曲を特定する（Ｓ４９０）。そして、この

放送 番組 または楽曲を取得して、使用者が視聴する放送番組または楽曲に同期して再生で

きる よう 準備し（Ｓ４９２）、放送楽曲補完処理を終了する。

【０ ２９ ２】
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  ［第 １５ 実施形態による効果］

  上記 音声 応答システム１００においてサーバ９０は、使用者が視聴する放送番組と同様

の放 送番 組を取得し、放送番組が途切れた場合に、自身が取得した放送番組を出力するこ

とで 途切 れた放送番組を補完する。

【０ ２９ ３】

  この よう な音声応答システム１００によれば、使用者が視聴する放送番組が途切れない

よう に補 うことができる。

  また 、上 記音声応答システム１００においてサーバ９０は、歌詞無しの楽曲に使用者が

歌詞 を付 して歌う場合において、歌詞ありの楽曲と使用者が付した歌詞とを比較し、使用

者の 歌詞 のみがない部分において歌詞を音声で出力させる。

【０ ２９ ４】

  この よう な音声応答システム１００によれば、いわゆるカラオケ装置を利用する使用者

が歌 えな い部分（歌詞が途切れた部分）を補うことができる。

  ［第 １６ 実施形態］

  ［第 １６ 実施形態の処理］

  次に 第１ ６実施形態の音声応答システムについて説明する。第１６実施形態の音声応答

シス テム では、撮像画像中に文字が含まれる場合において、端末装置１において使用者か

らこ の文 字の読み方についての質問を受けると、この文字の情報を外部から取得し、この

情報 に含 まれる文字の読み方を音声で出力させる。

【０ ２９ ５】

  この 構成 では、前述のＳ５６の詳細として、図３１に示す文字解説処理を実施する。文

字解 説処 理では、図３１に示すように、まず、例えば「読み方」のように読みの質問を受

けた か否 かを判定する（Ｓ５０２）。読みの質問を受けていれば（Ｓ５０２：ＹＥＳ）、

画像 認識 した文字について、読みをインターネット網８５を介して接続された他のサーバ

等か ら検 索し（Ｓ５０４）、得られた読みを応答に設定し（Ｓ５０６）、文字解説処理を

終了 する 。

【０ ２９ ６】

  読み の質 問でなければ（Ｓ５０２：ＮＯ）、国語辞典に記載された内容のような「言葉

の意 味」 の質問。を受けたか否かを判定する（Ｓ５０８）。意味の質問を受けていれば、

画像 認識 した文字（言葉）について、意味をインターネット網８５を介して接続された他

のサ ーバ 等から検索し（Ｓ５１０）、得られた意味を応答に設定し（Ｓ５１２）、文字解

説処 理を 終了する。

【０ ２９ ７】

  ［第 １６ 実施形態による効果］

  この よう な音声応答システム１００によれば、画像認識した文字について、読みを他の

サー バ等 から検索し、得られた読みを応答に設定するので、文字の読み方や言葉の意味等

を使 用者 に教えることができる。

【０ ２９ ８】

  ［第 １７ 実施形態］

  ［第 １７ 実施形態の処理］

  次に 第１ ７実施形態の音声応答システムについて説明する。第１７実施形態の音声応答

シス テム では、端末装置１によって検出されたセンサ値に基づいて、サーバ９０が端末装

置１ の使 用者の異常行動や結構状態を検出し、異常がある場合に通報を行う処理を実施す

る。

【０ ２９ ９】

  詳細 には 、端末装置１においては図３２に示す行動応答端末処理を実施し、サーバ９０

にお いて は行動応答サーバ処理を実施する。行動応答端末処理においては、図３２に示す

よう に、 まず、端末装置１に搭載された各種センサによる出力を取得するとともに（Ｓ５

２２ ）、 カメラ４１による撮像画像を取得する（Ｓ５２４）。そして、取得した各種セン

サに よる 出力および撮像画像をサーバ９０に対してパケット送信し（Ｓ５２６）、行動応
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答端 末処 理を終了する。

【０ ３０ ０】

  次に 、行 動応答サーバ処理では、図３３に示すように、まず、前述のＳ４２～Ｓ４４の

処理 を実 施する。続いて、端末装置１の位置情報（ＧＰＳ受信機２７による検出結果）に

基づ いて 、徘徊等の行動を特定し（Ｓ５３２）、温度センサ１５，１９等による検出結果

に基 づい て使用者の環境を検出する（Ｓ５３４）。そして、異常を検出する（Ｓ５３６）

。

【０ ３０ １】

  この 処理 では、位置情報の変化と環境とに基づいて異常を検出する。例えば、使用者が

高温 や低 温の場所で動かない場合や、使用者が普段行かない場所に存在する場合に、異常

であ る旨 を検出する（Ｓ５３６）。或いは、位置情報や環境を点数化し、この点数が基準

値を 下回 る場合（基準範囲外である場合）に異常であると判断する。

【０ ３０ ２】

  続い て、 異常が検出されたか否かを判定する（Ｓ５３８）。異常が検出されていなけれ

ば（ Ｓ５ ３８：ＮＯ）、行動応答サーバ処理を終了する。また、異常が検出されていれば

（Ｓ ５３ ８：ＹＥＳ）、異常がある旨のメッセージを生成し（Ｓ５４０）、所定の連絡先

に通 報す る（Ｓ５４２）。そして、前述のＳ６２～Ｓ６８（Ｓ６６を除く）の処理を実施

し、 行動 応答サーバ処理を終了する。

【０ ３０ ３】

  ［第 １７ 実施形態による効果］

  上記 音声 応答システム１００においてサーバ９０は、使用者の行動や使用者の周囲環境

を検 出し 、検出された行動や周囲環境に応じてメッセージを生成する。

【０ ３０ ４】

  この よう な音声応答システム１００によれば、危険な場所や立ち入り禁止の領域などを

報知 する ことができる。また、使用者に異常な行動があることなどを検出することができ

る。

【０ ３０ ５】

  さら に、 上記音声応答システム１００においてサーバ９０は、使用者を撮像した撮像画

像に 基づ いて、健康状態を判定し、この健康状態に応じてメッセージを生成する。

  この よう な音声応答システム１００によれば、使用者の健康状態を管理することができ

る。

【０ ３０ ６】

  また 、上 記音声応答システム１００においてサーバ９０は、健康状態が基準値を下回る

場合 に、 所定の連絡先に通報を行う。

  この よう な音声応答システム１００によれば、使用者の健康状態が基準値以下の場合に

、通 報を 行うことができる。よってより早期に異常を他者に報知することができる。

【０ ３０ ７】

  ［そ の他 の実施形態］

  本発 明の 実施の形態は、上記の実施形態に何ら限定されることはなく、本発明の技術的

範囲 に属 する限り種々の形態を採りうる。

【０ ３０ ８】

  例え ば、 音声応答システム１００が二者間および多者間でのやり取りを仲介するように

して もよ い。詳細には、交差点等で道を譲り合う必要がある場合、どちらの車両が先に交

差点 に進 入するかを端末装置１同士が交渉するようにしてもよい。この場合、各端末装置

１は サー バ９０に対して交差点へ接近する際の移動方位や交差点への接近速度の情報を送

信し 、サ ーバ９０は、移動方位や接近速度に応じて各端末装置１に優先順位を設定し、優

先順 位に 応じて「とまれ」や「進入可」などの音声を生成して出力すればよい。

【０ ３０ ９】

  また 、音 声通信等、リアルタイムに応答を行う必要がある通信の着呼（着信）を端末装

置１ が受 け付ける際には、使用者の都合のよいときだけ着呼を受け付けるようにしてもよ

10

20

30

40

50

( 35 ) JP  6552123  B2  2019.7.31



い。 具体 的には、カメラ４１にて使用者の顔を撮像できたときに使用者の都合のよいとき

とみ なし て着呼を受け付けるようにしてもよい。

【０ ３１ ０】

  さら に、 音声通信等の際に、相手を呼び出しても応答しないと、不愉快になる人がいる

。こ のよ うな感情を抑制するために、相手からの応答を待っている利用者に対し、相手の

状況 を伝 えるようにしてもよい。例えば、端末装置１において使用者のスケジュールを管

理し てお き、使用者が着呼に対して応答しない場合、使用者が何をしているか、或いは、

使用 者の スケジュールの空き時間を検索し、使用者がいつ応答できるか伝えるようにする

こと が考 えられる。

【０ ３１ １】

  また 、使 用者が着呼に対して応答しない場合、使用者の場所を呼出元に伝えてもよい。

例え ば、 使用者がスマートフォンやパソコンを介してインターネット等に繋いでいれば、

どの 端末 が操作されているかがわかる。この情報から使用者の場所を特定して呼出元に伝

える こと が考えられる。

【０ ３１ ２】

  さら に、 使用者が着呼に対して応答できるか否かを、ＧＰＳ等を用いた位置情報を利用

して 判断 するようにしてもよい。位置情報に基づけば、車に乗っているか否か、自宅に居

るか 否か 等を判断でき、例えば使用者が移動中である場合やベッド上にいる場合であれば

、公 共性 が高い或いは睡眠中と判断して着呼に応答できないと判断すればよい。このよう

に着 呼に 応答できない場合には、前述のように使用者が何をしているか等を呼出元に伝え

るこ とが 考えられる。

【０ ３１ ３】

  また 、位 置情報を取得するためには、防犯カメラを利用する構成も考えられる。近年で

は、 様々 な場所防犯カメラが取り付けられているので、これらの防犯カメラを利用して、

顔認 証等 の本人を特定するための構成を利用して、使用者の位置を認識することができる

。ま た、 防犯カメラを利用して使用者が何をしているか（電話に出られる状況か否か）と

いっ た状 況判断を行ってもよい。また、着呼に応答できるか否かについては、別の固定電

話を 使っ ているかといった条件（固定電話の使用中には着呼に応答できない）でも判断で

きる 。

【０ ３１ ４】

  さら に、 端末装置１の使用者が誰かと会話をしたい場合、使用者の性格学習結果を利用

し、 不特 定多数の内、利用者同士の相性が良いと推定される端末装置を呼び出すようにし

ても よい 。また、このような場合、盛り上がりそうな話題（双方の使用者が興味のある話

題（ 学習 結果を利用して抽出されるもの））を使用者に対して話しかけるようにしてもよ

い。

【０ ３１ ５】

  また 、音 声応答装置の利用が長時間ない場合（基準時間以上、使用者が発話していない

とき ）に 、音声応答装置が使用者に何らかの言葉を掛けるようにしてもよい。

  この 際に 、ＧＰＳ等の位置情報を利用して話しかける言葉を選択してもよい。

【０ ３１ ６】

  ［特 許請 求の範囲または課題を解決するための手段に記載（本発明）の各手段と、実施

形態 にお ける構成との関係］

  上記 実施 形態における端末装置１、サーバ９０は本発明の音声応答装置の一例に相当す

る。 また 、上記実施形態における２２、Ｓ５６の処理は本発明の応答取得手段の一例に相

当す る。

【０ ３１ ７】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ２８、Ｓ６０、Ｓ６４の処理は本発明の音声出力手段

の一 例に 相当する。また、上記実施形態におけるＳ２、Ｓ６の処理は本発明の音声入力手

段の 一例 に相当する。

【０ ３１ ８】
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  さら に、 上記実施形態におけるＳ１４の処理は本発明の音声送信手段の一例に相当する

。ま た、 上記実施形態における応答候補ＤＢ１０５は本発明の応答記録手段の一例に相当

する 。

【０ ３１ ９】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ５６の処理は本発明の性格情報取得手段の一例に相当

する 。ま た、上記実施形態におけるＳ２２、Ｓ５６の処理は本発明の応答取得手段の一例

に相 当す る。

【０ ３２ ０】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ２８、Ｓ６０、Ｓ６４の処理は本発明の音声出力手段

の一 例に 相当する。また、上記実施形態におけるＳ２５４、Ｓ２５８、Ｓ２６０の処理は

本発 明の 第１性格情報生成手段、第２性格情報生成手段の一例に相当する。また、上記実

施形 態に おけるＳ５６の処理は本発明の性格情報取得手段の一例に相当する。

【０ ３２ １】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ２２、Ｓ５６の処理は本発明の応答取得手段に相当す

る。 また 、上記実施形態におけるＳ２８、Ｓ６０、Ｓ６４の処理は本発明の音声出力手段

の一 例に 相当する。

【０ ３２ ２】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ２５４、Ｓ２５８、Ｓ２６０の処理は本発明の第１性

格情 報生 成手段、第２性格情報生成手段の一例に相当する。

  さら に、 上記実施形態におけるＳ４８、Ｓ５６の処理は本発明の応答生成手段の一例に

相当 する 。また、上記実施形態におけるＳ２８、Ｓ６０、Ｓ６４の処理は本発明の音声出

力手 段の 一例に相当する。

【０ ３２ ３】

  さら に、 上記実施形態における変形例：Ｓ４８の処理は本発明の音声入力動画取得手段

の一 例に 相当する。また、上記実施形態におけるＳ５２の処理は本発明の文字情報変換手

段の 一例 に相当する。

【０ ３２ ４】

  さら に、 上記実施形態における嗜好情報生成処理は本発明の嗜好情報生成手段の一例に

相当 する 。また、上記実施形態におけるＳ５６の処理は本発明の応答候補取得手段の一例

に相 当す る。

【０ ３２ ５】

  さら に、 上記実施形態における動作文字入力処理は本発明の文字情報生成手段の一例に

相当 する 。また、他装置情報取得手段上記実施形態における他端末利用処理は本発明の転

送手 段の 一例に相当する。

【０ ３２ ６】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ９８の処理は本発明の再生条件判定手段の一例に相当

する 。ま た、上記実施形態におけるＳ１００の処理は本発明のメッセージ再生手段の一例

に相 当す る。

【０ ３２ ７】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ１１６の処理は本発明の未回答時送信手段の一例に相

当す る。 また、上記実施形態におけるＳ３７２の処理は本発明の発話正確度検出手段の一

例に 相当 する。

【０ ３２ ８】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ３７４の処理は本発明の正確度合出力手段の一例に相

当す る。 また、上記実施形態におけるＳ２０４の処理は本発明の接続制御手段の一例に相

当す る。

【０ ３２ ９】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ５０の処理は本発明の感情判定手段の一例に相当する

。ま た、 上記実施形態におけるＳ４３８の処理は本発明の経路情報取得手段の一例に相当

する 。
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【０ ３３ ０】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ４６２の処理は本発明の視線検出手段の一例に相当す

る。 また 、上記実施形態におけるＳ４６４の処理は本発明の視線移動要求送信手段の一例

に相 当す る。

【０ ３３ １】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ４６４の処理は本発明の変化要求送信手段の一例に相

当す る。 また、上記実施形態におけるＳ４８６の処理は本発明の放送番組取得手段の一例

に相 当す る。

【０ ３３ ２】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ４８４の処理は本発明の放送番組補完手段、歌詞付加

手段 の一 例に相当する。また、上記実施形態におけるＳ５０４、Ｓ５０６の処理は本発明

の読 み方 出力手段の一例に相当する。また、上記実施形態におけるＳ５２２、Ｓ５２４の

処理 は本 発明の行動環境検出手段の一例に相当する。

【０ ３３ ３】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ５３８の処理は本発明の健康状態判定手段の一例に相

当す る。 また、上記実施形態におけるＳ５４０の処理は本発明の健康メッセージ生成手段

の一 例に 相当する。

【０ ３３ ４】

  さら に、 上記実施形態におけるＳ５４２の処理は本発明の通報手段の一例に相当する。

【符 号の 説明】

【０ ３３ ５】

  １… 端末 装置、１０…行動センサユニット、１１…次元加速度センサ、１３…軸ジャイ

ロセ ンサ 、１５…温度センサ、１７…湿度センサ、１９…温度センサ、２１…湿度センサ

、２ ３… 照度センサ、２５…濡れセンサ、２７…ＧＰＳ受信機、２９…風速センサ、３３

…心 電セ ンサ、３５…心音センサ、３７…マイク、３９…メモリ、４１…カメラ、５０…

通信 部、 ５３…無線電話ユニット、５５…連絡先メモリ、６０…報知部、６１…ディスプ

レイ 、６ ３…電飾、６５…スピーカ、７０…操作部、７１…タッチパッド、７３…確認ボ

タン 、７ ５…指紋センサ、７７…救援依頼レバー、８０…通信基地局、８５…インターネ

ット 網、 ９０…サーバ、１００…音声応答システム、１０１…演算部、１０２…音声認識

ＤＢ 、１ ０３…予測変換ＤＢ、１０４…音声ＤＢ、１０５…応答候補ＤＢ、１０６…性格

ＤＢ 、１ ０７…学習ＤＢ、１０８…嗜好ＤＢ、１０９…ニュースＤＢ、１１０…天気ＤＢ

、１ １１ …再生条件ＤＢ、１１２…手書き文字・手話ＤＢ、１１３…端末情報ＤＢ、１１

４… 感情 判定ＤＢ、１１５…健康判定ＤＢ、１１６…カラオケＤＢ、１１７…通報先ＤＢ

、１ １８ …セールスＤＢ、１１９…クライアントＤＢ。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】
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